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町独自で行っている小学1年生からの英語
の授業。今年度からの小中一貫教育の導入に
よって取り組みの幅が広がりました。

今月は小中の枠組みを越え、9年間を通し
て子どもを育てる小中一貫教育の全体像とね
らいを紹介します。

今月の表紙
ＣＯＶＥＲ

http://www.town.atsuma.lg.jp/office/

「広報あつま」はホームページでもご覧いただけます

２０１9年
令 和 元 年 10 月号

も　く　じ
ＣＯＮＴＥＮＴＳ

２ ひとのうごき
３－６ 小中一貫教育

７ 令和元年北海道胆振東部地震厚真町追悼式
工事のお知らせ

８－９ 復旧・復興に向けたアンケート調査
10－11 北海道胆振東部地震被災者支援情報

12 災害復旧工事
13 水道料金、下水道および浄化槽使用料の改定

14－16 お知らせ
17 国道235号ウトナイ高架橋補修工事に伴う通行止め

法務局メモ／臨時職員募集／まちのアイドル
18－19 令和元年第３回定例会
20－21 まちの話題

22 地域おこし協力隊／生活支援員だより
災害ボランティアセンターだより

23 厚高インフォメーション／将来の夢
24 防災のページ
25 健康情報
26 保健の掲示板
27 子育て支援センター

28－29 情報ひろば

９月１日～９月30日届出分
※窓口などで、広報紙への掲載について確認できた方を掲載しています

ひとのうごき
令和元年９月30日現在　（　）内は前月比

人　口　4,559人（－1２）
男 2,281人　女 2,278人

世帯数　2,143世帯（－１）

明日の厚真への“愛”ことば

新
た
な
時
代
を
担
え
る

子
ど
も
た
ち
を
育
む
た
め
に

「目指す子どもの姿」を 
小学校と中学校で共有します

目指す子どもの姿を小学校と中学校で共有し、
９年間を見通して学習指導や生徒指導、発達
上の課題を考えます。

中学校の教師が小学校へ出向いて５・６年生
を中心に教科の専門性の高い授業を行います。
また、小学校の先生が中学校の授業を担当す
ることもあります。

小学生と中学生の交流学習、合同授業など中
学生がリーダーシップを発揮する場面や、中
学生の姿を通して小学生が成長の目標を持つ
機会を作ります。

「小中一貫教育」というと小学校と中学校で
校舎や敷地を供用する施設一体型のイメージ
があるかもしれませんが、小学校と中学校の
施設はそのまま使用します。

小
中
一
貫
教
育

平
成
28
年
４
月
か
ら
「
小
中
一
貫

教
育
制
度
の
導
入
に
係
る
学
校
教
育

法
」
な
ど
が
施
行
さ
れ
、
義
務
教
育

９
年
間
を
小
中
が
連
携
し
て
学
ぶ
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

町
で
は
、
厚
真
地
区
と
厚
南
地
区

に
小
学
校
と
中
学
校
が
そ
れ
ぞ
れ
１

校
ず
つ
あ
り
、
学
校
間
の
距
離
も
近

く
、
子
ど
も
同
士
も
身
近
な
存
在
と

い
う
利
点
を
生
か
す
た
め
、
小
中
一

貫
教
育
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
小
中
一
貫
教
育
を
導

入
し
た
こ
と
に
よ
り
今
後
は
、
発
達

段
階
や
教
育
上
の
課
題
に
応
じ
た
系

統
性
・
連
続
性
を
強
化
し
た
教
育
活

動
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
の
「
つ
な

ぐ
力
（
人
間
関
係
形
成
能
力
・
社
会

形
成
能
力
）、
拓
く
力
（
課
題
適
応

能
力
）
を
育
み
ま
す
。
さ
ら
に
、「
ふ

る
さ
と
教
育
の
充
実
や
授
業
の
工
夫

改
善
、
英
語
教
育
の
推
進
」
に
も
取

り
組
み
、
９
年
間
の
中
で
子
ど
も
た

ち
の
「
生
き
る
力
」
を
育
ん
で
い
き

ま
す
。

小学校と中学校の先生が
さらに連携します

学び舎は変わりません小学生と中学生の
交流の機会が増えます

厚真町の小中一貫教育

中学校の教師が６年生体育を指導
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中
学
校
教
師
が
小
学
校
へ
乗
り
入
れ
授
業

小
学
６
年
生
の
中
学
校
登
校

英
語
教
育
を
活
用
し
た
小
中
交
流

小
中
一
貫
教
育
の
必
要
性

小
中
一
貫
教
育
の
可
能
性
を
生
か
す

昨
年
度
の
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
の
中
で

見
え
て
き
た
厚
真
の
子
ど
も
の
姿
や
課
題

「
新
た
な
環
境
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
子
ど
も
」
を
育
て

る
た
め
に
は
、
自
分
が
大
切
な
存
在
だ
と
認
識
す
る
自
己

有
用
感
の
育
成
と
自
分
を
語
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
の
育
成
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
小
中
一
貫
教
育
を
導

入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
活
用
で
き
る
、
教
育
課
程
の
特
例

を
生
か
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
（
英
語
）
を
設
置

し
た
ほ
か
、
現
在
検
討
し
て
い
る
、
ふ
る
さ
と
教
育
を
中

心
と
し
た
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
の
見
直
し
な
ど
に

よ
っ
て
「
厚
真
の
こ
と
を
自
分
の
言
葉
で
語
れ
る
」「
根

拠
の
あ
る
自
信
を
身
に
つ
け
る
」
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

９
年
間
の
つ
な
が
り
の
中
で
育
ん
で
い
き
ま
す
。

平
成
30
年
度
の
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
厚
真
の
子
ど
も
た

ち
の
特
徴
と
し
て
「
素
直
で
、
前
向
き
」「
一
生
懸
命
、

言
わ
れ
た
こ
と
は
し
っ
か
り
と
取
り
組
む
」「
他
の
町
の

子
に
比
べ
英
語
が
で
き
る
」
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

一
方
で
、
高
校
生
の
お
子
さ
ん
を
持
つ
保
護
者
の
方
か

ら
、
厚
真
は
「
み
ん
な
が
知
り
合
い
」
と
い
う
環
境
の
た

め
、
知
り
合
い
の
ほ
と
ん
ど
い
な
い
集
団
の
中
で
は
、
自

分
を
う
ま
く
表
現
で
き
な
い
時
期
が
一
時
的
に
あ
る
こ
と

が
課
題
に
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
新
た

な
環
境
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
子
ど
も
」
を
育
む
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

中
学
校
の
教
師
が
小
学
校
へ
乗
り
入

れ
て
自
身
の
専
門
教
科
の
学
習
に
つ
い

て
指
導
し
ま
す
。
こ
の
こ
と
で
小
学
生

も
教
科
の
専
門
性
を
生
か
し
た
授
業
を

受
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
中
学
校
に
入

学
し
た
時
に
見
知
っ
た
先
生
の
い
る
安

心
感
が
得
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
先
生
に

と
っ
て
も
入
学
し
て
く
る
生
徒
の
書
面

の
引
継
ぎ
で
は
分
か
ら
な
い
、
具
体
的

な
様
子
が
分
か
る
こ
と
な
ど
の
利
点
が

あ
り
ま
す
。

現
在
、
特
に
専
門
性
の
高
い
体
育
や

音
楽
で
試
験
的
に
実
施
し
、
先
生
や
生

徒
か
ら
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
今

後
の
授
業
数
や
教
科
な
ど
を
考
え
て
い

き
ま
す
。

小
学
６
年
生
が
中
学
校
へ
登
校
す

る
る
日
を
設
け
、
中
学
校
の
校
舎
で

１
日
を
過
ご
し
ま
す
。

専
門
科
目
な
ど
は
中
学
校
の
教
師

か
ら
授
業
を
受
け
、
小
学
校
教
師
が

中
心
に
な
っ
て
授
業
を
行
う
場
合

も
、
中
学
校
教
師
が
参
加
す
る
こ
と

で
、
高
い
専
門
性
を
生
か
し
た
質
の

高
い
授
業
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
普
段
関
わ
る
こ
と
の
な
い
中
学

校
の
多
く
の
教
師
が
小
学
生
と
関
わ

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、生
徒
会
活
動
や
部
活
動
、

中
学
生
と
の
交
流
等
の
活
動
や
、
小

学
校
の
授
業
よ
り
５
分
長
い
50
分
授

業
の
体
験
な
ど
を
通
し
て
翌
年
以
降

の
中
学
校
生
活
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

世
代
や
環
境
の
異
な
る
人
に
「
伝
え
た
い
こ

と
」
を
相
手
が
「
わ
か
る
よ
う
に
」
伝
え
る
力

を
つ
け
る
こ
と
を
目
的
に
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
科
で
は
、
小
学
校
と
中
学
校
と
い
う
垣
根
を

越
え
て
、
小
学
５
年
生
と
中
学
３
年
生
、
小
学

６
年
生
と
中
学
１
年
生
の
英
語
で
の
交
流
授
業

を
設
け
ま
し
た
。

（上）社会科「文明開化」の学習では、２枚の写真から江
戸時代と明治時代の街並みの変化について中学校の社会
科の教師が詳しい説明を行いました。
（下）給食も中学校の校舎で食べます。

（上）小学６年生体育「サッカー：ボールになれよう」
への乗り入れを行い、パスやキックの基本指導の中で
個別指導を行いました。
（下）小学６年生体育「マット運動」での開脚前転な
どの回転系の技の説明とポイントの指導を行いました。

小学５年生は中学３年生に自
己紹介、中学３年生はそれを
聞いてアドバイス、見本の自
己紹介を行いました。

テレビ電話を活用して、小学生は取
り組んだ英語劇について、中学生は
学校行事についてを、それぞれ英語
で説明しました。

英語教育推進コーディネーター
上厚真小学校　根岸 清人 先生

厚真中学校
青山 裕 先生

上厚真小学校
大宮 貴子 先生

厚真町の小中一貫教育で行っている
取り組みを紹介します

小学校に数回行ったことで、小学生の顔が分かるようになり
ましたし、彼らにも自分のことを知ってもらえるのが良いですね。
また、小学校でどのような学習をしてきているのかが把握で

きたので、来年、６年生が中学生になった時に「去年こういう
ことをやったから今年は…」と組み立てられたらと思います。

これまで中学校登校を２回実施しましたが、中学校でとても丁寧に受け入
れていただいたので、子どもたちも中学校への登校を楽しみにしています。「中
学校にいっても大丈夫」と自分で思ったのかもしれません。50分授業も気に
ならないようですし、授業や登校時の生活など、少しずつ中学校の割合を濃
くしていこうと考えています。
教師としては、中学校の先生は専門の知識が深く、勉強になるので、今後
の指導の参考にしていきたいと思います。

中学生は、小学生に教えることで「しっかりやらなければ」と頑張っている
姿が伺えますし、小学生はその姿を見て「さすが中学生」と憧れを持つととも
に自分も将来こうならなくては、という目標を持つことができると思います。
また、普段話さない人と接する機会を多く作ることでコミュニケーション能
力を鍛えることができます。
町の英語教育に携わって７年目となりますが、外国人相手に積極的に話しか
けるなど確実に成果は出てきていると思います。
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小
学
校
・
中
学
校
・
高
校
の
担
当
者
で
教
育
推
進
委
員
会
を
設
置
し
て
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
授
業
の
改
善
に
全
町
の
学
校
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で

い
る
英
語
教
育
を
例
に
小
中
一
貫
教
育
で
の
９
年
間
を
紹
介
し
ま
す
。

厚真町の夢のある英語教育
世界へ羽ばたく厚真の児童・生徒の育成

社会の国際化・グローバル化が進む中で「夢」を持って生き抜く素地として、
義務教育を終えた段階で実践的なコミュニケーション力を中核とする英語能
力を身につけ、さまざまな場で豊かな国際性を発揮できる基礎を育成する。

橋の復旧工事により、次のとおり通行止めとなります。
ご迷惑をおかけしますがご理解とご協力をお願いします。

上 厚 真 大 橋厚 真 大 橋

宇 隆 橋

◇片側交互通行規制
10月28日（月）までの８時～17時◇終日車両通行止め（歩行者は通行可）

10月18日（金）～11月６日（水）　20日間
11月25日（月）～12月15日（日）　21日間

◇終日車両通行止め（歩行者は通行可）
12月14日（土）まで

問い合わせ　室蘭建設管理部 苫小牧出張所（☎0144-32-3171）

工事のお知らせ
大
切
な
の
は
人
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ

ン
を
小
中
で
担
う
意
識
を
持
っ
て
、
９
年
間

の
中
で
子
ど
も
た
ち
に
「
生
き
る
力
」、
社

会
に
出
て
「
役
に
立
つ
力
」
を
し
っ
か
り
と

身
に
付
け
る
教
育
を
行
う
こ
と
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
学
校
だ
け
で
完

結
す
る
学
習
で
は
難
し
く
、
学
校
と
い
う

ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
て
小
学
生
の
う
ち
か
ら
地

域
に
出
て
、
地
域
の
人
と
関
わ
り
、
人
と
つ

な
が
る
練
習
を
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
捉

え
て
い
ま
す
。

例
え
ば
９
月
19
日
の
「
上
小　
感
謝
の
日
」

で
は
、
発
表
づ
く
り
を
行
う
に
あ
た
り
た
く

さ
ん
の
地
域
の
方
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
う
し
た
経
験
で
培
わ
れ
た
自
信
と

ふ
る
さ
と
へ
の
愛
情
は
、
将
来
子
ど
も
た
ち

が
頑
張
ろ
う
、
踏
ん
張
ろ
う
と
し
た
と
き
の

土
台
で
あ
り
、
よ
り
ど
こ
ろ
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
調
べ
て
終
わ
り
で
は

な
く
、
課
題
を
持
っ
て
調
べ
て
、
最
終
的
に

何
ら
か
の
形
で
発
信
し
て
い
く
な
ど
学
校
が

地
域
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
に
も
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
か
ら
１

年
が
経
過
し
た
９
月
７
日
に
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
令
和
元
年
北
海

道
胆
振
東
部
地
震
厚
真
町
追
悼
式

が
行
わ
れ
、
ご
遺
族
を
は
じ
め
町

民
、
国
や
北
海
道
な
ど
関
係
者
ら

約
６
０
０
人
が
参
列
し
ま
し
た
。

宮
坂
町
長
は
式
辞
で
「
私
た
ち

は
、
か
け
が
え
の
な
い
も
の
を
た

く
さ
ん
失
い
ま
し
た
が
、
厚
真
町

を
応
援
し
て
く
れ
る
多
く
の
方
と

の
新
た
な
出
会
い
が
あ
り
、
新
た

な
絆
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
全
国

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
温
か
い
真
心
に

応
え
、
遠
く
険
し
い
道
の
り
で
は

あ
り
ま
す
が
、
先
人
や
震
災
で
犠

牲
に
な
ら
れ
た
方
々
か
ら
託
さ
れ

た
郷
土
厚
真
町
の
輝
き
を
取
り
戻

す
た
め
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
一
丸

と
な
っ
て
立
ち
上
が
り
、
よ
り
一

層
の
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
。

ま
た
、
ご
遺
族
を
代
表
し
て
、

ご
両
親
を
亡
く
さ
れ
た
早
坂
信
一

さ
ん
（
54
歳
）
が
多
く
の
支
援
に

感
謝
を
述
べ
「
突
然
、
家
族
や
友

人
を
失
っ
た
事
実
を
、
そ
う
簡
単

に
は
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
亡
く
な
っ
た
人

は
泣
い
て
ば
か
り
い
る
姿
を
望
ま

な
い
と
思
い
ま
す
。
一
日
も
早
く

日
常
が
戻
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま

す
」
と
話
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

参
列
者
一
人
ひ
と
り
が
献
花
し
、

犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
を
悼
む
と
と

も
に
、
一
日
も
早
い
復
興
を
願
い

ま
し
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
「
歌
の
調
べ

（
追
悼
・
明
日
へ
の
誓
い
）」
で

は
、
町
出
身
の
歌
手
小
寺
聖
夏
さ

ん
と
札
幌
市
出
身
の
歌
手
半
﨑
美

子
さ
ん
が
追
悼
の
思
い
と
復
興
へ

の
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

小寺 聖夏さん
発災後多くの町民から話を聞き作
詞作曲した復興ソング「羽」など
２曲を、ふるさとの復興への思い
を込めて歌い上げました。

参列者一人ひとりが祭壇に白菊を手向けま
した。

半﨑 美子さん
今年５月に行われた町内イベント
の参加がきっかけで出演。「稲穂」
や「明日を拓こう」など４曲を披露。

令
和
元
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
厚
真
町

～
英
語
科
の
場
合
～

英語活動・英語科

コミュニケーション科（※1）

英語で伝え合う
英語の基礎の充実

英語にふれる
素地の学び

英語に慣れる
素地の育成

自
己
紹
介

中
学
交
流

他
校
交
流

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

ト
ラ
イ
ア
ル

英語をつかう
素地から基礎へ

英語活動

英語科

英語科

英語活動

英語の素地を学ぶ

小
学
１
年
～
２
年

小
学
３
年
～
４
年

小
学
５
年
～
６
年

中
学
１
年
～
３
年

学んだ英語を活用する
コミュニケーション科
が始まる

英語科が始まり英語の読み
や書きを学び、英語の素
地を英語の基礎につなぐ

小学校で学んだ英語
を素地として、学び
を深める。学んだ英
語を使うコミュニケー
ション科での発表や
やりとりを通し、英
語が使えることを実
感させるとともに学
びの充実を図る

厚真町小中一貫教育
推 進 委 員 会 委 員 長

上厚真小学校校長
井内 宏磨 先生

学
校
と
い
う
垣
根
を

越
え
て
の
取
り
組
み

９
年
間
の
学
び
の
イ
メ
ー
ジ

（※1）コミュニケーショ
ン科では、小中一貫教
育の特設教科で、英語
活動や英語科で学んだ
ことを英語を使ってさ
まざまな場面でＡＬＴ
などとやりとりを行う
ことで、英語運用能力
を高めます。

（※2）ＡＰＲとは、「あ
つまＰＲプロジェクト
学習」の略で、それぞれ
の学年までに学んだ英
語を使って、ＡＬＴな
どへ自分や厚真のこと
を紹介するなど、英語
を活用した総合的な学
習です。

Ａ
Ｐ
Ｒ（
※
２
）
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町民全世帯を対象に実施した「復旧・復興に向けたアンケート調査」
の９月30日時点の集計結果をお知らせします。この集計結果を参考に、
厚真町復旧・復興計画の策定に向けて取り組みます。なお、アンケー
ト結果の詳細は10月下旬に町ホームページで公開します。

問い合わせ　まちづくり推進課　☎27-3179

復旧・復興に向けた
ア ン ケ ー ト 調 査

「震災に伴う人口減少に対しての取り組み」が最も
多く、次に「厚真町に訪れる人が増え、観光や交流
ができる施設や仕組みの整備」「被災した地域の記憶
や被災の記録を残すための活動」「震災を機に生まれ
た町外の方たちとのつながりを維持していくための
活動」が多く挙げられました。

震災のまち、土砂崩れがあったまち、ではなく、こ
れまで以上に素敵なまちだと知ってもらいたい（30代・
女性）

自信と誇りの持てる厚真町にしたい（50代・男性）

震災の経験を活用し安心安全で災害に強い町づくり
をしてほしい（30代・男性）

新しい物事だけでなく、既存の活動・取り組みもし
っかり再評価して生かしてほしい（30代・女性）

被害が大きかった地域の方々を、町内で助け合うな
どして支えていける活動ができたら、これからのま
ちづくりにも生かせると思う（50代・女性）

移住者と以前から住んでいる方たちが、年齢を超え
て親しく地域交流ができる（70代・女性）

「町民一人ひとりが復興について、自分は何が出来る
か考える時だと思う」（80代・男性）

復興と並行して、自治会や農事組合の再編も検討す
るべきでは（50代・男性）

仮設住宅に入居している被災者の住居の支援をしっ
かりするべき。あと１年で仮設住宅を出なければい
けないという不安は相当なものだと思う（50代・男性）

まずは現在住んでいる町民が「生きてて良かった」
と思える生活にしてほしい。みんなが落ち着いてか
ら慰霊のための施設や記録を残すことも大事だと思う。

（60代・女性）

以前よりも車が通るとすごく揺れると感じる。地震
により建物に影響が出ているのか、地盤に影響が出
ているのか分からない。（40代・男性）

「斜面の復旧や森林の再生による土砂災害の再発防
止」が最も多く、次いで「安全な避難路や避難場所
の確保・再整備」「避難時の要援護者への支援体制の
整備」が挙げられました。

「農地の復旧・活用による農業振興」が最も多く、
次に「今後も若者や移住者が町内で就業・起業する
ための環境整備」、「震災で仕事を継続できなくなっ
た人などを含む多様な方の雇用の確保への支援」が
多く挙げられました。

「しごとの再生」や「まちの活力向上」のために
重要だと思う点

「安全・安心なまちづくり」のために
重要だと思う点

厚真町の復旧・復興に向けて、「こんな厚真に
したい・なったら良い」という思い

厚真町の復旧・復興についての意見・要望

厚真町の復興に向けた取り組みとして
重要だと思う点

4 厚真町の復興や将来像について

2 しごとについて

3 安全・安心なまちづくりについて

5 自由記述（一部）

今後の住まいの場所については、「被災前と同じ住
所」が最も多くなっています。また、「別の住所に移
転する」と回答した方のうち、移転先の住まいの場
所を「同じ地区内」「厚真町内」と回答した方が併せ
て77.8％となっており、厚真町に住み続けたいと希
望する方が多いことが分かります。

今後の住まい再建の方向性を決めかねている方が
全体の5.9%に上ることから、引き続き住宅再建に対
する支援を継続します。

移転の理由としては、「土砂災害・地盤の安全性へ
の不安」が最も多く、次いで「より便利なところが
良い」「将来を考え病院などの近くが良い」が挙げら
れました。北部では「避難に不安がある」、南部では

「水害・津波の不安」という回答も多く見られ、地域
ごとのリスクに応じた対策も行っていきます。

「住宅再建の支援策」が最も多く、次いで「宅地な
どの安全性を高める取り組み」「住宅の耐震性の強化」
についても回答が多く挙げられました。引き続き、
これらの取り組みを進めます。

【その他の意見】「市街化調整区域の解除」「個々の事
情を細かく聞き取る」など

【その他の意見】「町民交流のイベントの充実」「地域
の神社などの再建」など

【その他の意見】「厚真ダムなどの活用」「支援員、地
域おこし協力隊の取り組み」など

【その他の意見】「防災教育の充実」「自分の身を守る
ための備えをするよう推進」など

【その他の意見】
「町民それぞれが復旧・復興に寄与していると実感で
きる活動」、「震災を機に、町の将来像を考え直すこと」

「以前の生活を取り戻す」「日常の生活ができる状態
にする」など

「公共交通の整備」「見守り・サポート」「心身の健
康のサポート」を重要とする回答が多くあげられま
した。住宅再建の取り組みと併せて、引き続きこれ
らの取り組みを行っていくとともに、施策の充実に
向けた検討します。

 地震前と同じ住所　  別の住所に移転
 決めかねている

 地震前と同じ地域　  厚真町内
 厚真町外　  決めかねている

北 部
厚 真
上 厚 真
不 明
合 計

合 計

対 象 者：町民全世帯（2,120世帯）
実施期間：配布７月27日、回収期限８月９日
実施方法：郵送配布、郵送回収
回収状況：849世帯（回収率 40.0％）

北部地区 厚真地区 上厚真地区
■ 地区別の回収率■ 調査実施概要

■ 回答者の属性
性 別

年 齢

今後の住まいの場所

移転する場合の住まいの場所

住宅の再生で重要だと思う点

暮らしの再生で重要だと思う点

1 住まいの再建について

72.8 19.3 7.9

22.2 55.6 14.3 7.9

83.5 10.1
90.6

68.4 23.7 7.9
83.5 10.6

住宅再建の支援策
宅地等の安全性向上
住宅の耐震性の強化

公営住宅等の建設
空き家等の有効活用
危険区域からの移転

市街地等の住宅分譲地整備
その他

362
286

241
177
162
145

68
17

農業振興
若者・移住者等の起業

雇用の確保
新規就業・農者確保

町外とのつながり
林業の振興

商工業の復旧支援
その他

387
327

224
186

109
106
73
17

土砂災害の再発防止
避難路や避難場所の確保

避難時の要援護者への支援
避難時等の情報連絡体制
水害や津波等の安全確保

備蓄の充実
地域の防災組織の充実

防災訓練・避難訓練の強化
その他

336
268

175
161
148
144
125
89
19

人口減少対策
観光や交流ができる施設
被災の記憶や記録を残す

町外の人たちとのつながり
被災木材などの活用
森林再生の植樹活動

復興の象徴となる施設
慰霊や追悼の施設

その他

372
231

200
168

130
112
77
74
26

公共交通の整備
仮設や再建後の見守り
心身の健康のサポート
地域の活動の場の充実

情報インフラの確保
子育て世帯へのサポート

教育・生涯学習の充実
その他

348
260
250

162
142
130
96
19

幌　内 23（48.9％）
富　里 8（26.7％）
高　丘 10（62.5％）
吉　野 4（30.8％）
東　和 14（31.8％）
桜　丘 12（57.1％）
朝　日 27（40.3％）
幌　里 9（25.0％）
宇　隆 17（36.2％）

10代 0.0% 50代 15.5%
20代 3.2% 60代 23.7%
30代 7.0% 70代 23.8%
40代 12.1% 80歳以上 14.9%

男性 77.2% 女性 22.8％

本　郷 117（36.8％）
京　町 29（34.5％）
表　町 81（36.0％）
錦　町 8（34.8％）
本　町 23（42.6％）
新　町 69（37.7％）
美　里 22（46.8％）
豊　沢 73（46.5％）

上　野 13（35.1％）
豊　川 15（44.1％）
共　栄 10（26.3％）
富　野 14（28.0％）
上厚真 103（35.4％）
共　和 22（32.4％）
厚　和 6（22.2％）
鯉　沼 3（12.0％）
浜厚真 8（21.6％）
軽　舞 28（43.1％）
豊　丘 15（40.5％）
鹿　沼 23（38.3％）

6.4

5.9

5.3 3.9

集計結果概要
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被 災 者 支 援 情 報北海道胆振東部地震

家屋の住家被害認定調査について、り災証明書を
交付済みの場合でも、その後の余震などにより被害
が拡大したなどの理由で再調査を希望される方は申
請してください。
※調査は外観および家屋内部を確認します。日程調
整を行うため、調査までにお時間をいただきますので、
ご検討されている方はお早めにご相談ください

⃝受付期間
11月29日（金）まで
※期日以降であってもやむを得ない事情（宅地の地
盤被害の拡大による住宅の基礎被害など）がある場
合は申請できますのでご相談ください
⃝問い合わせ
総務課 税務グループ（役場前プレハブ）　☎27-2481

被災した方が町内で行う住宅基礎の傾斜修復工事
と、それに併せて実施する住宅下の地盤改良工事に
かかる費用の一部を助成します。
⃝対象者
被災した住宅が建つ土地の所有者など
※管理者または占有者は所有者の承諾が必要
⃝対象となる建物
・戸建住宅
・アパートおよびマンション
・店舗（事務所）併用住宅　※住宅部分のみ対象
⃝対象工事
・ 住宅基礎の傾斜修復工事（基礎の沈下または傾斜を

修復する工事）
・ 傾斜修復工事に併せて行う地盤改良工事（住宅建屋

下の工事）
⃝補助金額
対象工事に要した費用から50万円を控除した額の２
分の１

⃝補助上限額
（変更前）上限200万円
（変更後）上限300万円
※対象工事費は審査により確定します
※北海道胆振東部地震の被災による修復工事であり、
すでに工事が完了しているものを含みます
⃝申請に必要な書類等
厚真町住宅復旧支援事業補助金交付申請書（別記第
１号様式）、対象工事の設計図書（位置図、計画平面
図など）、対象工事の見積書の写し、住宅建屋の基礎
の沈下または傾斜を確認できる資料、土地・住宅の
所有者（申請者を除く）全員または一部の承諾書、
土地・建物の全部事項証明書、り災証明書、住民票、
その他、町長が必要と認めるもの
※申請前に、工事内容が交付対象となるかを窓口ま
でご相談ください
⃝受付期間
令和４年3月31日（火）まで
⃝問い合わせ
まちづくり推進課 総合戦略グループ　☎27-3179

従来の分譲地への住宅建築を対象とした助成に加
えて、新たに被災した方などが町内各地で新築する
場合も助成します。
⃝対象者
市町村民税などを滞納していない方
⃝補助金額

① 被災した方が震災以降に町内で
住宅を建築した場合 定額120万円

② フォーラムビレッジで
住宅を建築した場合 最大150万円

③ かみあつまきらりタウンで
住宅を建築した場合 最大200万円

⃝対象となる建物
・申請者自身が住むための住宅
・床面積が次の条件を満たす住宅

①…50㎡以上
②③…75㎡以上、二世帯住宅は110㎡以上

⃝他の補助金との併用
「厚真町住宅再建融資利子助成事業」および「厚真町
リバースモーゲージ利子助成事業」と併用できます。
それ以外の補助金は併用できません。
※義援金および国の生活再建支援制度は利用可
⃝必要書類
交付申請書、住宅入居者全員の住民票、納税証明書
建築確認申請書の検査済証の写し、その他町長が必
要と認める書類
⃝受付期間
住宅の完成後１年以内（①の場合はこの限りでない）

問い合わせ
まちづくり推進課 総合戦略グループ　☎27-3179

厚真町住宅リフォーム補助〔上限額変更〕

り災証明の再調査申請受付について

厚真町住宅復旧支援事業補助金〔上限額変更〕 厚真町持ち家住宅建築促進支援助成金

公費解体の受付期間終了について

一部損壊以上の家屋などの解体費補助

半壊および一部損壊の、住宅所有者、管理者、占
有者が行う復旧工事に要する費用の一部を補助しま
す。
⃝補助金額
リフォーム補助対象工事費から30万円を控除した額
の30％
※半壊の場合で住宅応急修理支援制度を活用した場
合は、その額と30万円を控除した額の30％
⃝補助上限額

（変更前）上限30万円
（変更後）上限50万円
※既に申請済みの方は手続きの必要はありません
⃝対象者
地震発生時の住宅の所有者、管理者または占有者
※仮設住宅などへの入居の有無は不問
※管理者または占有者は所有者の承諾が必要
※居住実態のある住宅に限る

⃝対象工事　
屋根、柱、床、内外壁、基礎、梁

はり
、ドア、窓、内装

仕上げ、上下水道の配管、ガスの配管、給排気設備
の配管、電気・電話線・テレビ線の配線、トイレ、浴室、
照明器具
※付属建築物(外構工事や物置、車庫など)や、併用
住宅の非住宅部分の復旧に関する工事は除外
⃝工期
令和２年３月31日までに完了する工事
⃝申請に必要な書類等

〔交付申請時〕交付申請書、工事見積書の写し（すで
に工事が完了している場合は内訳が分かる書類）、 り
災証明書の写し（半壊の方で、住宅応急修理支援制度
を活用した方は不要）

〔報告時〕交付完了報告書、領収書の写し、工事完成
写真
⃝問い合わせ
建設課 建築住宅グループ　☎27-2325

り災状況が全壊、大規模半壊、半壊の家屋の解体
申請期限が近づいていますので、解体を検討されて
いる方はお早めに申請してください。

⃝受付期間
10月31日（木）まで
⃝問い合わせ
町民福祉課 災害廃棄物グループ（総合福祉センター内）　
☎26-7871

り災状況が一部損壊以上の町内に存在する共同住
宅を除く家屋などの解体に要する費用の一部を補助
します。
※住宅以外の納屋・車庫などを解体する場合も対象
⃝補助対象工事
平成30年９月６日以降に着工し、令和２年３月末ま
でに完成する工事
⃝補助対象経費
建物のみの解体、撤去、処分費
※家財の撤去費などは対象外
補助金額
補助対象工事費の２分の１以内
※他の補助制度を使って解体した方は対象外
補助上限
１工事費に対し、住宅は50万円・非住宅は30万円
※複数解体する場合は１工事費として補助額を決定
※住宅と非住宅の両方を解体…上限額80万円
※店舗兼住宅など…上限額80万円

⃝申請に必要な書類等
り災証明書の写し、解体費の領収書、解体工事の内
容がわかるもの（見積書、契約書など）、解体前の家
屋などの写真、印鑑、振込先の口座番号
手続き
ご自分で解体業者と契約して解体してください。解
体工事終了後、必要書類などを用意してお申し込み
ください。
⃝受付期間
令和２年４月30日（木）まで
問い合わせ
町民福祉課 災害廃棄物グループ（総合福祉センター内）　
☎26-7871
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10月1日から実施された消費税率の引き上げに伴い、水道料金、下水道および浄化槽使用料が下記
の通り改定となります。なお、水道料金、下水道および浄化槽使用料は、11月請求分（10月に使用
した分）から新税率10%を反映した料金で請求させていただきます。

問い合わせ　建設課  上下水道グループ　☎27-2326

水道料金、下水道および浄化槽使用料の改定について

水道料金新旧税率対比表

種別・用途 基本料金（1カ月あたり） 超過料金（㎥あたり）
基本水量 旧税率８% → 新税率10％ 旧税率８% → 新税率10％

家 事 用 8㎥ 1,728円 → 1,760円 216円 → 220円
営 業 用 15㎥ 3,240円 → 3,300円 216円 → 220円
団 体 用 Ａ 20㎥ 4,320円 → 4,400円 216円 → 220円
団 体 用 Ｂ 20㎥ 4,968円 → 5,060円 248円40銭 → 253円
学 校 用 20㎥ 4,320円 → 4,400円 216円 → 220円
浴 場 業 用 100㎥ 7,992円 → 8,140円 43円20銭 → 44円
大 口 給 水 用 1,200㎥ 298,080円 → 303,600円 248円40銭 → 253円
船 舶 給 水 Ａ 600㎥ 149,040円 → 151,800円 248円40銭 → 253円
船 舶 給 水 Ｂ 10㎥ 4,320円 → 4,400円 432円 → 440円
臨 時 用 10㎥ 4,320円 → 4,400円 432円 → 440円

下水道、浄化槽使用料金新旧税率対比表

種別・用途 基本料金（1カ月あたり） 超過料金（㎥あたり）
基本水量 旧税率８% → 新税率10％ 旧税率８% → 新税率10％

一 般 用 8㎥ 1,555円20銭 → 1,584円 194円40銭 → 198円

メーター使用料金新旧税率対比表

口 径 遠隔指示式メーター 地下直読式メーター
旧税率８% → 新税率10％ 旧税率８% → 新税率10％

13mm 345円60銭 → 352円 118円80銭 → 121円
20mm 410円40銭 → 418円 194円40銭 → 198円
25mm 432円 → 440円 205円20銭 → 209円
40mm 594円 → 605円 324円 → 330円
50mm 1,944円 → 1,980円
75mm 2,268円 → 2,310円

100mm 2,700円 → 2,750円

旧税率８% → 新税率10％

水 道 使 用 料

基本料金 8㎥ 1,728円 → 1,760円
超過料金 4㎥ 864円 → 880円

メーター使用料 345.6円 → 352円
小　計（10円未満切捨て） 2,930円 → 2,990円

下水道使用料
基本料金 8㎥ 1,555.2円 → 1,584円
超過料金 4㎥ 777.6円 → 792円

小　計（10円未満切捨て） 2,330円 → 2,370円
合 計 5,260円 → 5,360円

<料金変更例>
京町在住
厚真 太郎さん宅
令和元年11月分

使用水量 12㎥

●
砂
防
工
事

日
高
幌
内
川（
幌
内
地
区
）、チ
ケ
ッ
ペ
川

（
幌
里
地
区
）、チ
カ
エ
ッ
プ
川（
桜
丘
地
区
）、

東
和
川（
東
和
地
区
）で
進
め
て
い
た
緊
急
的

な
砂
防
工
事
が
全
て
完
了
し
ま
し
た
。

今
後
は
こ
れ
ら
の
砂
防
施
設
を
よ
り
多
く

の
雨
が
降
っ
た
場
合
で
も
被
害
を
少
な
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す

る
こ
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き
る
よ
う
、
恒
久
的
な
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防
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設
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と
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ま
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。
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年
度
に
調
査
や
設

計
を
行
い
、
来
年
度
か
ら
工
事
を
進
め
る
予

定
で
す
。

●
直
轄
災
害
復
旧
事
業

厚
真
ダ
ム
で
は
今
年
度
、
洪
水
放
流
機
能

の
確
保
や
堤
体
周
辺
の
り
面
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事
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行
っ
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す
。
ま
た
、
用
水
施
設
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厚
幌
導
水
路

2.7
ｋｍ
と
支
線
用
水
路
1.8
ｋｍ
の
計
4.5
ｋｍ
の
用
水

路
の
復
旧
工
事
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行
っ
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ま
す
。
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水
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は
、
管
が
離
脱
す
る
な
ど

し
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区
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は
離
脱
防
止
機
能
付
き
の
管
を
使

用
す
る
な
ど
の
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
河
川
復
旧
工

本
郷
地
区
を
流
れ
る
東ひ
が
し
に
た
っ
ぽ
ろ

仁
達
幌
川
は
、
地

震
に
よ
り
崩
れ
た
土
砂
が
河
川
を
閉
塞
し
護

岸
ブ
ロ
ッ
ク
も
倒
壊
す
る
な
ど
の
被
害
が
あ

り
ま
し
た
。
現
在
、
上
流
５
０
０
ｍ
の
復
旧

工
事
を
行
っ
て
お
り
、
12
月
末
の
完
成
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

●
富
里
浄
水
場
復
旧
工
事

富
里
浄
水
場
で
は
、
土
砂
崩
れ
に
よ
る
構

造
物
の
埋
没
な
ど
の
被
害
が
あ
り
、
浄
水
機

能
が
停
止
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
来
年
８
月

の
給
水
開
始
に
向
け
て
堆
積
し
た
土
砂
の
撤

去
な
ど
の
復
旧
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
林
道
災
害
復
旧
工
事

崩
壊
し
た
道
路
や
崩
れ
た
斜
面
の
復
旧
を

行
っ
て
い
ま
す
。
道
路
の
復
旧
は
ほ
ぼ
完
了

し
、
今
後
は
崩
れ
た
斜
面
の
整
形
や
緑
化
を

行
い
、
年
内
の
完
成
を
目
指
し
工
事
を
進
め

て
い
ま
す
。

北
海
道
開
発
局
に
よ
る
工
事

北
海
道
に
よ
る
工
事

町
に
よ
る
工
事

現在、北海道開発局・北海道・町などが災害復旧工事を行っています。
工事の実施にあたって各発注機関と受注業者による安全連絡協議会を設

置し、連携して交通安全や住環境の保全に努めています。
大量の土砂を運ぶため多くのダンプカーが走行するなど、皆さんにはご

迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

問い合わせ
胆振東部地震災害復旧工事厚真町安全連絡協議会　☎080-2867-6611
建設課土木グループ　☎27-2451

災害復旧工事災害復旧工事
早期復旧を目指して！

富
里
浄
水
場
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周
り
に

堆
積
し
た
土
砂
の
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去

ポ
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プ
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岸
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工

日
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砂
ダ
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の
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況
）

８
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ペ
川
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防
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事

●
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川
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復
旧
工
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日
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河
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よ
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て
天
然
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ム
湖
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す
。

今
後
の
地
す
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り
あ
ふ
れ
て
氾

濫
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恐
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あ
る
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と
か
ら
、
地
震
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よ
っ

て
流
入
し
た
土
砂
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利
用
し
、
ダ
ム
湖
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埋

め
る
た
め
の
災
害
復
旧
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事
を
行
っ
て
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ま

す
。
現
在
、
ダ
ム
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で
の
運
搬
路
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備
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に
日
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幌
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川
沿
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仮
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ま
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、
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。

●
堆
積
土
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野
、
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里
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は
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で
斜
面
が
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壊
し
、
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崩
れ
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生
し
ま
し
た
。
宅
地

に
、
流
木
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ど
が
混
ざ
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砂
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積
し

た
た
め
、
埋
ま
っ
て
い
る
木
な
ど
を
分
別
し

な
が
ら
、
土
砂
の
撤
去
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事
を
進
め
て
い
ま

す
。
周
辺
の
道
路
復
旧
工
事
な
ど
と
工
程
を

調
整
し
、
今
年
度
中
の
復
旧
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

厚
幌
導
水
路
の

用
水
工
事

堆
積
し
た
土
砂
の

撤
去
工
事（
吉
野
地
区
）
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お知らせ

町民福祉課（総合ケアセンターゆくり内）☎ 26‒7872
①②子育て支援グループ、③福祉グループ児童福祉サービス

ひとり親家庭や障がいのある児童のいる家庭に対し、児童福祉サービスを行っています。

①児童扶養手当
ひとり親家庭、一方の親が一定の障がいの状況にある家庭などで、18歳
以下の子どもを療育している方などに支給されます。
※18歳に達した後、最初の3月31日まで　※所得制限あり

②特別児童扶養手当
心身に障がいのある20歳未満の子どもの福祉を増進する目的で該当する
子どもを家庭で監護、療育している父母などに支給されます。
※所得制限あり

③障害児福祉手当
精神または身体に重度の障がいを有するため、日常生活において常時の介
護を必要とする状態にある在宅の20歳未満の方に支給されます。
※所得制限あり

⃝支給時期
2019年11月の支払いより年６回（奇数月）になり、そ
れぞれの前月分までの２か月分が支給されます。

⃝必要書類等
①受給資格者および該当するお子さんの戸籍謄本(抄本)　
②世帯全員の住民票　③請求者名義の口座通帳　④印鑑　
⑤個人番号等　⑥年金手帳

⃝必要書類等
①特別児童扶養手当認定診断書　②受給資格者および該
当するお子さんの戸籍謄本(抄本)　③世帯全員の住民票　
④特別児童扶養手当振込先口座申出書　⑤印鑑　⑥個人
番号など

⃝必要書類等
①障害児福祉手当認定診断書　②戸籍謄本　③世帯全員
の住民票　④所得証明書　⑤障がいのあるお子さん名義
の通帳　⑥身体障害者手帳、療育手帳　⑦印鑑　⑧個人
番号カードまたは通知カード
※事前に窓口へご相談ください

⃝支給額（月額）
・児童１人
〔全部支給〕4万2,910円
〔一部支給〕4万2,900円～1万120円
・児童２人目（加算額）
〔全部支給〕1万140円
〔一部支給〕1万130円～5,070円
・児童３人目以降（加算額）
〔全部支給〕6,080円
〔一部支給〕6,070円～3,040円

⃝支給額（月額）
・１級　5万2,200円
・２級　3万4,770円
⃝支給時期
原則として毎年４月、８月、11月に、それ
ぞれの前月分までが支給されます。

⃝支給額（月額）
1万4,790円
⃝支給時期
原則として毎年２月、５月、８月、11月に、
それぞれの前月分までが支給されます。

・�３～５歳の保育認定子どもの給食費のうち副食費
（おかず、おやつなど）について、保育料に含ま
れていましたが、無償化に伴って保護者の負担に
なります。

・�年収360万円未満相当の世帯の子どもおよび一部
の世帯の第３子以降の子どもについては、副食費
が免除されます。

⃝無償化の対象
・３～５歳の子どもの保育料
・０～２歳の市町村民税非課税世帯の子どもの保育料
⃝その他の負担
・�給食費、教材費および延長保育利用料はこれまでど
おり保護者の負担になります。

こども園に入園していない子どもが、保護者の通院やリフレッシュなどのために
一時的にこども園を利用することができます。
※利用については事前に申請が必要です
※こども園の行事などの都合でお受けできない場合もあります

①対象年齢の拡大
預かりの対象年齢が拡大されます。

変更前 変更後
満１歳６カ月以上 満１歳以上

②預かり理由の拡大
リフレッシュなど私的理由による預かりも新たに対象になります。

利用の理由 利用可能期間 区　分
断続的な就労や求職活動など 平均週３日以内 非定期的預かり保育
通院や出産、冠婚葬祭など 原則として１カ月以内 緊急預かり保育
リフレッシュや社会参加など 週１日 私的理由による預かり保育

③利用料の変更
これまでは日額でしたが、利用時間に応じた利用料になります。

変更前 変更後

日 額 基本料金
（８時30分~11時30分）

１時間ごとの加算額
（11時30分～16時30分）

３歳以上の子ども 1,200円 400円 120円
３歳未満の子ども 1,600円 500円 150円
※11時30分以降の利用の場合、給食費105円（令和元年度は80円）がかかります
※時間外の利用の場合、30分につき100円の延長利用料がかかります
④一時預かり保育の無償化
町から「保育の必要性の認定」を受けた場合に、３～５歳の子どもは月額3万7,000円、０～２歳の非

課税世帯の子どもは月額4万2,000円までの利用料が無償となります。
※事前に申請が必要ですのでご相談ください

町民福祉課�子育て支援グループ　☎ 26‒7872
（総合ケアセンターゆくり内）

町民福祉課�子育て支援グループ　☎ 26‒7872
（総合ケアセンターゆくり内）

幼児教育・保育の無償化

一時預かり保育が利用しやすくなります

10月から認定こども園などを利用する子どもの保育料が無償化されます。

10月から認定こども園の一時預かり保育の利用要件などが変わります。

一時預かり保育とは

運転免許証の自主返納を考えている方を対象とし
た、免許返納および運転適性相談の臨時窓口を開設
します。免許証を自主返納した方は運転経歴証明書
の申請も可能です。
自主返納をご希望の方は、事前にご連絡をお願い
します。なお、当日運転免許を返納後は車の運転が
できませんのでご注意ください。

⃝日　時　10月30日（水）13時～15時
⃝場　所　厚真駐在所
⃝持ち物　運転免許証、印鑑（シャチハタ可）
※運転経歴証明書を申請する場合は下記も必要です
・写真（6カ月以内に撮影したもの縦3cm×横2.4cm）
・�北海道収入証紙　1,100円（交付手数料、JAとま
こまい広域で購入可能）

苫小牧警察署交通第一課企画係☎ 0144-35-0110
厚真駐在所　☎ 27-2510運転免許返納・適性相談臨時窓口

免許返納および運転適性相談の臨時窓口を開設します。
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⃝必要書類等
・旧姓が記載された戸籍謄本など
・マイナンバーカード（または通知カード）
⃝注意事項
・�住民票に旧姓が併記されると、マイナンバー
カードや公的個人認証サービスの署名用電子
証明書にも旧姓が併記されます。

・旧姓は一人に１つだけ登録することができます。

⃝工事時期
令和２年３月ころまで
⃝サービス開始時期
令和２年４月ころ
※詳細は改めてお知らせします

10月15日（火）～12月26日（木）
※工事進

しん
捗
ちょく
により変更する場合があります

国道235号ウトナイ高架橋の補修工事を行うため、下記のとおり
通行規制を実施します。道路利用者の皆さんには大変ご不便をおか
けしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。

詳細はホームページで
ご確認ください。

問い合わせ　国土交通省北海道開発局�室蘭開発建設部�苫小牧道路事務所　☎0144-72-5165

住民票・マイナンバーカード
旧姓（旧氏）の併記が可能に

上厚真市街地に
光ブロードバンド施設の整備を行います

住民票とマイナンバーカードに旧姓（旧
きゅう
氏
うじ
）が併記できるようになります。

上厚真市街地で光ファイバー網の整備工事を実施します。

国道235号ウトナイ高架橋　補修工事に伴う通行止め

町民福祉課�町民生活グループ　☎ 26‒7871
（総合ケアセンターゆくり内）

まちづくり推進課�企画調整グループ
☎ 27‒3179

３歳以下のお子さんの写真を募集しています。
住所、氏名（ふりがな）、生年月日、性別、両
親の氏名（ふりがな）、電話番号を明記の上、
まちづくり推進課企画調整グループへ。
〈メール〉kikaku@town.atsuma.lg.jp

まちの
アイドル

しょうどう こうたろうくん（3） ほりかわ まさとくん（3）

登記・相続に関するＱ＆Ａ

こういったさまざまな問題が発生しますので、相続登記は早
めに行っておくことをお勧めします。ご不明な点は、法務局へ
お気軽にお問合せください。
次回は第２回「誰が相続人になるの？」をテーマにご案内し
ます。

〔お問い合わせ〕
札幌法務局苫小牧支局�☎0144-34-7403
http://houmukyoku.moj.go.jp/sapporo

法 務 メ局 モ

Ｑ

Ａ

最近父が亡くなりましたが、
父名義の不動産の登記は、そ
のままにしておいても大丈夫
ですか？

相続登記はいつまでにしなければならないという決
まりはありません。しかし、登記名義をそのまま放
置しておくと、次の問題が発生します。

第１回「登記しなくても大丈夫？」

①相続人のうち誰かが亡くなってしまうと新たな相続が発生す
るなど権利関係が複雑になってしまう。そのため相続人間のト
ラブルが発生しやすくなる。
②相続人が認知症などになってしまった場合、裁判所に成年後
見人を選任してもらわなければならないなど、その手続に余分
な時間や費用がかかってしまう。
③土地を売ったり、土地を担保にしてお金を借りることができ
ない。
④相続登記の際に必要な住民票の除票などの書類が、保存期限
の経過などにより取得することが困難になってしまう。

問い合わせ　まちづくり推進課�企画調整グループ　☎27‒3179

北海道旅客鉄道株式会社（ＪＲ北海道）は、平成28年11月に単独では
維持困難な線区として10路線13線区を発表しました。
町にとって重要な生活交通である「日高線（苫小牧-鵡川）」「室蘭本線

（沼ノ端-岩見沢）」もその線区に含まれています。
今後は持続的な鉄道網の確立に向け、ＪＲ北海道の徹底した経営努力

を前提に、国、地方自治体、関係者などが必要な支援、協力を行ってい
くこととなります。
路線を維持するために最も効果的で誰にでも簡単にできる取り組みは、

ＪＲを利用することです。
地域の生活に不可欠なマイレールを守るためにも、マイカーではなく、

たまにはＪＲを利用してみてはいかがでしょう。

▷
出
張
の
た
め
、早
来
駅
か
ら
Ｊ
Ｒ
室
蘭
本
線

を
利
用
す
る
宮
坂
町
長

11月５日（火）から住民票とマイナンバーカード
に旧姓（旧氏）が併記できるようになります。旧姓
を併記すると、こんなときに役に立ちます。
・�保険・携帯電話の契約や銀行口座が旧姓のまま引
き続き使えます。

・�就職・転職時など、仕事の場面でも旧姓で本人確
認ができます。

町では上厚真市街地で、民間通信事業者による
光ブロードバンドサービスの提供に向けて光ファ
イバー網の整備工事を実施します。
工事期間中、住民の皆さんにはご迷惑をおかけ

しますがご理解とご協力をお願いします。

その人の過去の戸籍上の氏のことです。氏はその人に係る戸籍、または除かれた
戸籍に記載されています旧氏とは

放課後児童クラブ支援員 こども園臨時職員
臨
時
職
員
募
集 問い合せ：�教育委員会�生涯学習課�社会教育グループ

（青少年センター内）☎27-2495
問い合せ：�町民福祉課�子育て支援グループ
（総合ケアセンターゆくり内）☎26-7872

①放課後児童クラブ支援員（時給）
②代替支援員

①保育士　②看護師
③保育補助員　④代替調理員
詳しくはホームページを

ご確認ください。
詳しくはホームページを

ご確認ください。

町ホームページ〔http://www.town.atsuma.lg.jp〕　町政情報 >人事・採用 >臨時職員の募集
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同
　
　
意

◇
厚
真
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

厚
真
町
教
育
委
員
会
委
員
に
池
川
徹
さ
ん

（
表
町
・
58
歳
）
を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意

さ
れ
ま
し
た
。選

　
　
挙

◇
厚
真
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
同
補

充
員
の
選
挙

地
方
自
治
法
１
８
２
条
第
1
項
お
よ
び
第
2

項
の
規
定
に
よ
り
、
厚
真
町
選
挙
管
理
員
会

委
員
お
よ
び
同
補
充
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
地
方
自
治
法
第
１
１
８
条
の
規
定
に

よ
り
選
考
委
員
か
ら
の
指
名
推
薦
が
あ
り
、

選
考
結
果
の
と
お
り
次
の
方
々
に
決
定
し
ま

し
た
。

【
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
】

大
浦
眞
則
（
上
厚
真
・
71
歳
）、
安
田
久
美

子（
宇
隆・63
歳
）、畑
嶋
賢
蔵（
東
和・59
歳
）、

髙
田
雅
晴
（
共
和
・
58
歳
）  

※
敬
称
略

【
選
挙
管
理
員
会
委
員
補
充
員
】

矢
部
励
（
豊
丘・54
歳
）、秋
永
晴
美
（
富
里・

54
歳
）、
山
本
隆
司
（
表
町
・
54
歳
）、
桐
木

洋
光
（
軽
舞
・
48
歳
）　
※
敬
称
略

報
　
　
告

◇
所
管
事
務
調
査
報
告
（
各
常
任
委
員
会
）

◇
委
員
会
調
査
報
告(

北
海
道
胆
振
東
部
地

震
復
興
特
別
委
員
会)

◇
財
政
援
助
団
体
等
に
関
す
る
監
査
の
結
果

報
告

◇
定
期
監
査
の
結
果
報
告

◇
現
金
出
納
例
月
検
査
の
結
果
報
告

◇
教
育
委
員
会
の
事
務
事
業
の
点
検
・
評
価

報
告

◇
平
成
30
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断

比
率
及
び
資
金
不
足
比
率

議
　
　
案

◇
厚
真
町
表
彰
条
例
の
一
部
改
正

◇
厚
真
町
一
般
職
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

◇
厚
真
町
税
条
例
等
の
一
部
改
正

◇
厚
真
町
こ
ど
も
園
の
設
置
及
び
特
定
教

育
・
保
育
の
実
施
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正◇
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

◇
厚
真
町
印
鑑
の
登
録
及
び
証
明
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

◇
厚
真
町
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部

改
正

◇
財
産
の
取
得
（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
厨
房

機
器
な
ど
）

◇
平
成
30
年
災
第
２
９
３
号
町
道
鹿
沼
旧
停

車
場
線
ほ
か
災
害
復
旧
工
事
請
負
契
約
の
締

結・契
約
の
方
法
…
指
名
競
争
入
札

・
契
約
金
額
…
５
５
６
６
万
円

・
契
約
の
相
手
方
…
有
限
会
社
木
本
建
設

◇
平
成
30
年
災
第
３
４
９
号
準
用
河
川
チ

ケ
ッ
ペ
川
ほ
か
災
害
復
旧
工
事
請
負
契
約
の

締
結

・
契
約
の
方
法
…
指
名
競
争
入
札

・
契
約
金
額
…
2
億
１
１
４
２
万
円

・
契
約
の
相
手
方
…
岩
倉
・
北
辰
・
曽
我
特

定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

◇
平
成
30
年
災
第
６
８
０
号
町
道
幌
里
開
拓

２
号
線
ほ
か
災
害
復
旧
工
事
請
負
契
約
の
締

結・契
約
の
方
法
…
指
名
競
争
入
札

・
契
約
金
額
…
1
億
８
８
１
０
万
円

・
契
約
の
相
手
方
…
山
岡
・
協
栄
復
旧
・
復

興
建
設
工
事
共
同
企
業
体

◇
上
厚
真
地
区
情
報
通
信
基
盤
施
設
整
備
工

事
請
負
契
約
の
締
結

・
契
約
の
方
法
…
随
意
契
約

・
契
約
金
額
…
1
億
４
３
０
０
万
円

・
契
約
の
相
手
方
…
東
日
本
電
信
電
話
株
式

会
社

◇
令
和
元
年
度
厚
真
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）

令
和
元
年
度
厚
真
町
一
般
会
計
予
算
は
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
5
億
６
２
２
８
万
9
千
円
が

追
加
さ
れ
、
総
額
は
１
４
８
億
６
６
０
４
万

４
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
補
正
さ
れ
た
主
な

も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
町
営
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
事
業

…
８
５
３
万
１
千
円

・
定
住
化
促
進
対
策
事
業
…
９
０
０
０
万
円

・
小
規
模
土
地
改
良
事
業…３

０
０
４
万
５
千
円

・
農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業

…
５
７
６
９
万
6
千
円

・
漁
業
施
設
災
害
復
旧
事
業（
胆
振
東
部
地
震
）

…
４
０
０
０
万
円

・
生
活
再
建
支
援
商
品
券
事
業　

…
２
６
４
０
万
円

・
安
全
・
安
心
省
エ
ネ
住
宅
推
進
事
業…1

億
円

・
住
宅
復
旧
支
援
事
業
（
胆
振
東
部
地
震
）

…
８
５
０
０
万
円

・
農
業
施
設
等
災
害
復
旧
事
業…４

０
０
０
万
円

・
公
営
住
宅
等
災
害
復
旧
事
業

…
７
５
５
万
７
千
円

◇
令
和
元
年
度
厚
真
町
介
護
保
険
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
保
険
事
業
勘
定
補
正
予
算

（
第
４
号
）、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
補
正

予
算
（
第
１
号
））

◇
令
和
元
年
度
厚
真
町
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

◇
令
和
元
年
度
厚
真
町
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

認
　
　
定

◇
平
成
30
年
度
厚
真
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定

◇
平
成
30
年
度
厚
真
町
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

議 会
令和元年第３回定例会

令和元年第３回定例会が９月17日から18日まで、２日間の
会期で開催されました。審議されたのは、厚真町一般会計補正
予算など議案16件、報告７件、同意1件、選挙１件、認定６件、
意見書案２件で、いずれも原案どおり可決されました。

◇
平
成
30
年
度
厚
真
町
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

◇
平
成
30
年
度
厚
真
町
介
護
保
険
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

◇
平
成
30
年
度
厚
真
町
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

◇
平
成
30
年
度
厚
真
町
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

意
見
書
案

◇
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産
業
化
に
向
け

た
施
策
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

◇
Ｊ
Ｒ
北
海
道
が
単
独
で
は
維
持
す
る
こ
と

が
困
難
な
線
区
の
維
持
・
存
続
を
求
め
る
意

見
書

町
長
行
政
報
告

○
農
作
物
の
生
育
状
況
に
つ
い
て

冬
季
の
降
水
量
は
平
年
に
比
べ
少
な
く
、

２
月
、
３
月
は
特
に
降
雪
が
少
な
く
融
雪
期

は
平
年
と
比
較
し
５
日
早
ま
り
ま
し
た
。

気
温
は
お
お
む
ね
高
温
傾
向
で
推
移
し
、

春
の
耕
起
や
、は
種
作
業
は
順
調
に
終
了
し
、

各
作
物
と
も
そ
の
後
の
生
育
は
お
お
む
ね
順

調
と
な
っ
て
い
ま
す
。

近
年
、
気
象
変
動
が
大
き
い
年
が
続
い
て

い
ま
す
。
気
象
変
動
に
的
確
に
対
応
で
き
る

よ
う
関
係
機
関
と
連
携
し
て
対
応
す
る
と
と

も
に
、
災
害
復
旧
工
事
が
本
格
化
し
、
大
型

車
両
の
往
来
が
増
え
て
い
る
な
か
、
収
穫
作

業
の
最
盛
期
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
道
路

交
通
安
全
と
農
作
業
事
故
に
十
分
注
意
さ
れ

る
よ
う
生
産
者
へ
の
呼
び
か
け
を
強
化
し
て

ま
い
り
ま
す
。

○
平
成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
に
係
る

災
害
復
旧
事
業
等
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

公
共
土
木
施
設
の
災
害
復
旧
事
業
に
つ
き

ま
し
て
は
、
国
直
轄
の
砂
防
事
業
は
、
昨
年

10
月
に
日
高
幌
内
川
、
11
月
に
チ
ケ
ッ
ペ
川

な
ど
３
河
川
で
緊
急
的
な
対
策
工
事
が
進
め

ら
れ
、
現
在
は
す
べ
て
の
箇
所
で
緊
急
対
策

工
事
は
完
了
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
恒
久

的
な
対
策
工
事
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
事
業
完
了
は
現
在
の
計
画
で
は
令

和
５
年
度
の
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

次
に
、
北
海
道
が
実
施
す
る
二
級
河
川
、

厚
幌
ダ
ム
、道
道
、橋
梁り

ょ
う
の
91
箇
所
の
う
ち
、

着
手
し
て
い
る
箇
所
は
85
箇
所
で
、
そ
の
う

ち
河
川
２
箇
所
と
道
道
８
箇
所
が
完
成
し
て

お
り
ま
す
。
未
着
手
箇
所
に
つ
い
て
も
来
年

度
の
完
了
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
オ
バ
ウ
ス
沢
や
メ
ナ
の
沢
な
ど
の

砂
防
事
業
10
箇
所
と
、
吉
野
、
富
里
地
区
の

急
傾
斜
対
策
事
業
２
箇
所
に
つ
き
ま
し
て

は
、
す
べ
て
着
手
済
み
で
本
年
度
内
の
完
成

を
目
指
し
て
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

町
所
管
の
河
川
、
道
路
、
橋
梁
、
公
園
の

災
害
復
旧
工
事
は
１
５
５
箇
所
で
北
海
道
に

代
行
委
託
し
た
箇
所
を
含
め
１
０
９
箇
所
で

着
手
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
12
箇
所
が
完
成

し
ま
し
た
。
事
業
完
了
は
令
和
２
年
度
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

宅
地
堆
積
土
砂
の
除
去
は
、
６
工
区
の
う

ち
北
海
道
に
代
行
委
託
し
た
箇
所
を
含
め
５

工
区
で
着
手
し
て
お
り
、
残
る
１
工
区
も
年

度
内
の
完
成
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

治
山
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
災
害
復
旧

事
業
と
し
て
63
箇
所
、
ほ
か
に
通
常
の
事
業

を
活
用
し
て
72
箇
所
、
合
わ
せ
て
１
３
５
箇

所
の
工
事
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
着
手
済

み
は
43
箇
所
で
、
令
和
５
年
度
ま
で
に
事
業

完
了
の
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

林
道
に
つ
き
ま
し
て
は
、
３
路
線
23
箇
所

で
災
害
復
旧
工
事
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
着

手
済
み
は
14
箇
所
で
、
完
了
は
令
和
３
年
度

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

被
災
森
林
の
再
生
に
つ
き
ま
し
て
は
、
北

海
道
が
主
体
と
な
り
、
植
林
や
緑
化
、
自
然

回
復
な
ど
に
関
す
る
実
証
試
験
に
着
手
し
て

お
り
ま
す
。
道
有
林
お
よ
び
町
有
林
に
試
験

区
を
設
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
下
で
生
育
状

況
な
ど
を
検
証
し
、
そ
の
成
果
は
今
後
の
森

林
整
備
な
ど
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

簡
易
水
道
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
７
月

に
着
手
し
、
現
在
は
周
辺
の
土
木
工
事
と
沈

殿
施
設
の
修
繕
な
ど
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
本
格
的
な
復
旧
工
事
を
進
め
、
来
年

８
月
の
稼
働
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

公
共
下
水
道
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
４

箇
所
で
管
渠
工
事
を
行
っ
て
お
り
、
事
業
完

了
は
来
年
２
月
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

農
地
・
農
業
施
設
の
災
害
復
旧
事
業
に
つ

き
ま
し
て
は
、
北
部
地
区
を
中
心
に
土
砂
埋

塞
復
旧
工
事
と
し
て
１
６
４
箇
所
の
承
認
を

受
け
、
関
連
事
業
実
施
に
伴
い
廃
止
し
た
11

箇
所
を
除
き
１
５
３
箇
所
の
発
注
を
行
っ
て

い
ま
す
。
事
業
完
了
は
本
年
度
内
の
予
定
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

国
直
轄
の
災
害
復
旧
事
業
（
勇
払
東
部
地

区
）
に
つ
き
ま
し
て
は
、
厚
真
ダ
ム
で
は
、

洪
水
放
流
機
能
の
確
保
や
堤
体
周
辺
の
り
面

工
事
を
行
っ
て
お
り
、
令
和
４
年
度
の
事
業

完
了
の
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

厚
幌
導
水
路
の
復
旧
工
事
は
、
離
脱
防
止

機
能
付
き
の
管
を
敷
設
す
る
な
ど
の
対
策
工

事
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
は
、
厚
幌

導
水
路
と
支
線
用
水
路
で
計
４・
５
㎞ 
の
復

旧
を
行
う
予
定
と
し
て
お
り
、
復
旧
工
事
の

進し
ん
ち
ょ
く捗
状
況
に
応
じ
て
、
部
分
的
な
共
用
開
始

や
小
口
径
の
支
線
用
水
路
の
調
査
を
行
う
予

定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
ま
で
使
用
し
て
い
た
取
水
施

設
、
用
水
路
の
応
急
復
旧
工
事
も
本
年
４
月

ま
で
に
完
了
し
、
暫
定
的
な
用
水
は
確
保
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

農
業
者
の
農
業
用
施
設
や
機
械
の
復
旧
に

対
す
る
被
災
農
業
者
向
け
経
営
体
育
成
支

援
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
業
申
請
は

１
８
３
戸
、
物
件
数
は
９
０
９
件
と
な
っ
て

お
り
、
復
旧
が
完
了
し
た
も
の
か
ら
随
時
補

助
金
の
概
算
払
い
の
手
続
き
を
行
い
８
月
末

時
点
で
４
２
６
件
が
完
了
し
て
お
り
ま
す
。

被
災
家
屋
の
公
費
解
体
に
つ
き
ま
し
て

は
、
申
請
受
付
件
数
は
１
８
９
件
で
、
内
訳

は
全
壊
１
４
２
件
、
大
規
模
半
壊
11
件
、
半

壊
36
件
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
、

１
０
６
件
が
解
体
を
完
了
、
そ
の
ほ
か
30
件

が
着
手
済
み
で
あ
り
ま
す
。

災
害
公
営
住
宅
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て

は
、
新
町
地
区
20
戸
、
本
郷
地
区
８
戸
、
上

厚
真
地
区
４
戸
、
合
わ
せ
て
32
戸
の
建
設
を

予
定
し
て
お
り
、
現
在
、
12
月
の
工
事
発
注

に
向
け
て
実
施
設
計
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

完
成
は
来
年
10
月
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
町
内
で
は
、
多
く
の
復
旧
工
事
が
進

め
ら
れ
て
お
り
、
各
発
注
機
関
と
受
注
業
者

で
構
成
す
る
災
害
復
旧
工
事
安
全
連
絡
協
議

会
を
設
置
し
、
工
事
に
伴
う
公
害
防
止
対
策

と
安
全
か
つ
円
滑
な
工
事
の
実
施
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。

胆
振
東
部
地
震
の
被
災
か
ら
一
日
も
早
い

復
旧
を
果
た
す
た
め
、
今
後
も
関
係
機
関
と

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
災
害
復
旧
事
業
な

ど
の
早
期
完
了
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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思いやりのある運転を
安全協議会が交通安全運動

地域おこし協力隊・農業支援員
永島冬生さんに委嘱状を交付

地域おこし協力隊農業支援員に江別市出身の永島
冬
ふゆ
生
き
さん（35歳）が着任し、９月２日に役場で委嘱状

交付式が行われました。
永島さんはこれまで神奈川県や宮城県などの携帯
電話販売店で接客業を経験。災害ボランティアとし
て町内の農家で作業を手伝ったことがきっかけで、
農業を志しました。「これまで農業に携わったこと
がないので新たな挑戦になりますが、３年間でいろ
いろな知識を学んで、いずれは自分の強みが出せる
農家になりたいです」と話していました。

神戸市を拠点に全国で活動する和太鼓松村組（松村公彦代表）の厚真
町支援公演が9月15日に総合福祉センターで行われ、町内外から約400
人が来場しました。
平成7年に発生した阪神・淡路大震災をきっかけに結成された同組

は、厚真郷芸保存会（畑嶋安雄会長）出身のメンバーが在籍しているこ
とから、厚真町を元気づけたいと今回の無料公演を企画。
公演の第1部には同会が出演し、新曲「暁天の光」を初披露しまし

た。この曲は同会が、これまでの支援に対する感謝を伝えたいと、松村
代表に作曲を依頼したもの。同会で指導する畑嶋麻由美さん（46歳）
は「これからも演奏を通して、震災のことを町外にも伝えていきたいで
す」と話していました。

胆振東部地震災害復旧工事厚真町安全連絡協議会（塩田雅史会長）
が９月17日から３日間、厚真市街地の通学路で、交通安全街頭啓
発を行いました。
同協議会は町や北海道開発局、北海道などの災害復旧工事発注機

関と、その受注業者で構成され、互いに連携して交通安全や住環境
の保全、事故の防止などに努めることを目的に今年４月に発足。今
回は延べ80人の会員が、厚真大橋の災害復旧工事でう回路となる
通学路で「ゆっくり走ろう」などと書かれた旗やカードを掲げ、安
全運転を呼びかけました。
塩田会長は「工事関係者には、やむを得ず通学路を通行する際は

スピードを落とすよう連絡しています。通行される方はトラックが
遅いと感じる場面もあるかもしれませんがご協力をお願いします」
と話していました。

厚真郷芸保存会が新曲を初披露
和太鼓松村組　厚真町支援公演

令和元年度町敬老会が９月20日に総合福祉セン
ターで行われました。今年度対象となる80歳以上の
方は697人で、当日は261人が参加。100歳以上、
90歳以上、米寿の方には記念品が贈呈されました。
満100歳を迎える盛島フデさんには内閣総理大臣か
らの祝い状が宮坂町長から手渡され、盛島さんは
「ありがたいことです」と感謝を述べました。
その後に行われた祝宴で、参加者は近況や思い出

話に花を咲かせ楽しいひとときを過ごしていました。

厚真中学校（阿部隆之校長）で9月26日、開校30周年記念式典が同
校と開校30周年記念事業実行委員会（尾谷純司委員長）の共催により
同校体育館で行われました。開校から30年を迎える昨年に実施する
予定でしたが、地震により１年延期しての開催となりました。
阿部校長は「式典が開催できるよう力を尽くしていただいた関係す

る全ての方に感謝を申し上げます」と式辞を述べました。
式では、尾谷委員長と阿部校長から歴代校長と歴代ＰＴＡ会長に、

感謝状が手渡されました。また、生徒会が主体となって行った記念発
表会では、全校生徒による「虹色の未来」の合唱と吹奏楽部による演
奏が披露され、参加者から惜しみない拍手が送られていました。
同校は幌里、楢山、厚真中学校が統合し、厚真町北部地区統合中学

校として平成元年に開校し、これまで1,069人の卒業生を送り出して
います。

9月19日、上厚真小学校（井内宏磨校長）で開校120
周年を記念した集会「上小　感謝の日」が行われ、宮坂
町長をはじめ同校の歴代校長やＰＴＡ会長、保護者ら約
100人が参観しました。
同校は明治32年に浜厚真簡易教育所として開校し、6
年後に厚真第四尋常小学校と改称。大正14年に浜厚真
から現在の厚和地区に校舎を移転し、昭和56年に一度
独立した浜厚真小学校、平成16年に鹿沼小学校、平成
23年には富野小学校、軽舞小学校と統合。今年度から
は厚南中学校と小中一貫教育の試行を開始しています。
会は児童が主体となり、学年ごとに映像や歌を交えな
がらお世話になった方や地域の方へ感謝の思いを発表。
6年生は「ありがとう　厚真の名産品」をテーマに、町
内の農家を訪問して調べた花やハスカップについて紹介
し、生産者へのメッセージを発表したほか、町内の方と
協力して作ったハスカップクッキーを来場者に配り感謝
の気持ちを届けました。
折坂結

ゆうみ
望さん（６年生）は「これからも多くの人に感謝

の思いを伝えていきたいです」と話していました。

“ありがとう”の気持ちを伝えよう
上厚真小学校開校120周年記念集会
上小 感謝の日

厚真中学校開校30周年を記念して
式典と記念発表会を開催

これからもますますお元気で
町敬老会に261人が出席
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「ペットと暮らせなくなったらどうしよう」・・・
仮設住宅を訪問する中で、このような声がよく聞こ
えてきます。
発災直後もペットがいるからという理由で避難所

に行くことをためらったという世帯もありました。
それだけ飼い主にとってペットはかけがえのない存
在であり、家族の一員です。
仮設住宅においてはペットと生活することが認め

られていますが、これからの生活再建を考えた時に
ペットと一緒に住めるかどうかは大きな問題です。
しかし、すべての世帯が自宅の再建を目指せるわ

けではありません。災害公営住宅や一般の町営住宅

への住み替えを想定したときに、果たして心の支え
であり癒しを与えてくれる存在のペットと共に過ご
すことができるかということが、次の住まいを考え
る際の大きな悩みのひとつにもなっています。
すぐに解決できる問題ばかりではありませんが、

少しでも課題の解消に
つながるように、生活
支援相談員は一人ひと
りの切実な思いや、小
さな不安や困り事に時
間をかけて寄り添って
いきたいと思います。

「まだ、お手伝いを頼めるのですか？」と、先日
もお問い合わせをいただきました。
災害ボランティアセンターの開設から１年が経過

しましたが、今も被災された方々からのご相談をお
受けし、ボランティアのご協力をいただきながら支
援を行っています。
一番多いご相談は、解体する家の中の家財の片付

けや処分です。
処理場に持ち込むための分別や積み込み、大きな

荷物の移動には人手を要するため、ボランティアに
依頼される方が多いようです。その他には仮設住宅
の入退去の引っ越しなどのご相談も寄せられていま
す。

ボランティア活動は土日を中心に必要に応じて平
日も行っています。ボランティアの調整には時間を
いただくため、できればお早めにご相談されること
をお勧めしています。
他人に手伝ってもらうことに抵抗を感じて、相談

をためらう方も多いようですが、困ったときはお互
いさまです。ご自分の
力だけで頑張ることも
大切ですが、大変なと
きは遠慮なくご相談く
ださい。

　　　
厚 真 町
地 域 お こ し
協 力 隊

着 任 平成31年４月（１年目）
出 身 地 札幌市

起業型地域おこし協力隊

社会福祉協議会 生活支援相談室
電話：29-7407

中
なか
川
がわ

貴
たか
之
ゆき

さん（36歳）

こ
れ
ま
で
の
経
歴
と
移
住
の

き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い

北
海
道
各
地
で
林
業
や
製
材
の

「
木
」に
携
わ
る
仕
事
を
14
年
間

行
っ
て
き
ま
し
た
。
木
の
こ
と
を

も
っ
と
一
般
の
方
に
も
身
近
に
感

じ
て
も
ら
い
、
地
域
の
森
を
将
来

に
引
き
継
い
で
い
け
る
よ
う
な
取

り
組
み
を
し
た
い
と
思
い
応
募
し

ま
し
た
。

ど
の
よ
う
な
事
業
を
展
開
し
て

い
き
た
い
で
す
か

夢
は
「
持
続
的
な
森
の
使
い
方

を
し
て
、
未
来
に
引
き
継
ぐ
こ
と
」

で
す
。
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、「
山

を
育
て
る
」
と
い
う
事
を
大
切
に

し
て
い
る
方
々
が
天
然
林
の
間
伐

な
ど
に
よ
っ
て
切
り
だ
し
た
丸
太

を
で
き
る
だ
け
製
材
し
て
、
最
大

限
の
価
値
を
出
せ
る
よ
う
に
し
た

い
で
す
。
そ
し
て
、
木
が
消
費
者

に
届
く
ま
で
の
経
緯
や
ど
の
よ
う

に
使
わ
れ
る
か
と
い
っ
た
、
１
本

の
木
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
生
産
者
と

消
費
者
に
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

ま
ち
の
方
へ
ひ
と
こ
と

機
材
を
貸
し
て
い
た
だ
い
た
り
、

分
か
ら
な
い
こ
と
を
教
え
て
い
た

だ
く
な
ど
地
域
の
方
々
に
本
当
に

お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
少
し

ず
つ
思
い
を
形
に
し
て
い
け
る
よ

う
頑
張
り
ま
す
の
で
、
木
に
関
す

る
こ
と
や
地
域
の
こ
と
な
ど
、
小

さ
な
こ
と
で
も
声
を
か
け
て
く
だ

さ
い
。

生活支援相談員 だより生活支援相談員 だより

だより災害ボランティアセンターだより災害ボランティアセンター

■
給
食
開
始　
　
　
▽
８
月
19
日（
月
）

厚
真
町
給
食
セ
ン
タ
ー
よ
り
、
念
願

の
学
校
給
食
の
供
給
が
始
ま
り
ま
し

た
。
生
徒
の
み
な
ら
ず
教
職
員
も
大
喜

び
で
す
。
給
食
の
内
容
・
様
子
に
つ
い

て
、
本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
、
連
日
、

掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
交
通
安
全
教
室　
▽
８
月
30
日（
金
）

苫
小
牧
警
察
署
交
通
第
１
課
・
厚
真

駐
在
所
長
・
厚
真
町
交
通
安
全
推
進
委

員
の
方
々
を
講
師
に
招
い
て
行
い
ま
し

た
。
交
通
課
講
師
よ
り
、「
自
転
車
事

故
防
止
」「
自
動
車
運
転
免
許
取
得
」「
北

海
道
自
転
車
条
例
」「
自
転
車
・
自
動

車
事
故
事
例
」
な
ど
、
身
近
な
問
題
、

か
つ
、
誰
に
で
も
起
こ
る
こ
と
に
つ
い

て
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
交
通
安

全
標
語
最
優
秀
表
彰
に
は
、
安
孫
愁
斗

さ
ん（
２
年
）の
「
使
う
な
ら　
歩
い
て

使
う
な　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
」
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

■
防
災
教
室　
　
　

▽
９
月
２
日（
月
）

自
衛
隊
第
七
特
科
連
隊
第
一
特
科
大

隊
の
方
々
に
よ
る
「
防
災
教
室
」
を
行

い
ま
し
た
。
災
害
対
策
特
殊
車
両
３
台

と
15
人
の
隊
員
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
同
教
室
は
、
２
年
ぶ
り
の
開
催
で

す
。
内
容
は
、
災
害
時
に
お
け
る
け
が

人
を
安
全
に
搬
送
す
る「
消
防
夫
搬
送
」

や
災
害
時
装
備
品
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。
特
に
、「
消
防
夫
搬
送
」
で
は
さ

ま
ざ
ま
な
状
況
を
想
定
し
て
実
践
す
る

こ
と
が
で
き
、
生
徒
た
ち
か
ら
好
評
を

博
し
て
い
ま
し
た
。

■
被
災
１
年　
　
　
▽
９
月
６
日（
金
）

定
期
試
験
期
間
で
あ
っ
た
た
め
、
当

日
は
全
校
で
黙
と
う
を
行
い
、
弔
意
を

表
す
半
旗
を
掲
揚
し
ま
し
た
。
試
験
終

了
後
の
10
日（
火
）に
、
全
校
集
会
を
開

き
「
校
長
講
話
」
を
開
き
ま
し
た
。
講

話
で
は
、「
被
災
を
忘
れ
ず
に
未
来
を

築
く
」
と
い
う
生
徒
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
な
り
ま
し
た
。

■
就
職
支
援
ガ
イ
ダ
ン
ス

▽
９
月
12
日（
木
）

胆
振
教
育
局
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
お
よ
び
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
と
ま
こ
ま
い
学
卒
ジ
ョ
ブ
サ

ポ
ー
タ
ー
の
方
々
に
来
校
い
た
だ
き
、

就
職
試
験
目
前
の
３
年
生
に
対
し
、
就

職
試
験
に
向
け
て
必
要
な
準
備
、
心
構

え
や
面
接
に
臨
む
姿
勢
・
態
度
な
ど
に

つ
い
て
、
実
際
の
場
面
を
想
定
し
た
演

習
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
就
職
試
験
本

番
目
前
と
あ
っ
て
、
生
徒
た
ち
は
真
剣

な
面
持
ち
で
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

希
望
す
る
就
職
先
に
内
定
す
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

厚高インフォメーション
Atsuma High school Information 

Vol.238
短歌

あ
つ
ま
文
芸
友
の
会
発
行
「
文
芸
あ
つ
ま
第
二
十
三
号
」
か
ら
抜
粋

鴨
の
群
れ
睡
蓮
の
葉
陰
を
泳
ぎ
行
く
特
訓
続
く
冬
待
つ
姿

街
路
樹
の
ナ
ナ
カ
マ
ド
の
実
雪
ぼ
う
し
小
鳥
琢
み
を
ジ
ッ
と
待
ち
た
り

か
ら
か
ら
と
落
ち
葉
寂
し
く
行
き
交
ふ
を
わ
が
身
に
し
み
て
手
を
差
し
伸
べ
る

本　

町　

飛
谷　

富
夫

新　

町　

中
田　

充
子

新　

町　

徳
地　

美
登

学校の取組をご覧いただけます。
厚真高校ホームページ
http://www.atsuma.hokkaido-c.ed.jp/

上厚真小学校６年

伊
い
藤
とう
柊
しゅ う
優くん 真

ま
野
の
薫
かおる

くん日
ひ
野
の
　さくらさん

町災害ボランティアセンター
電話：29-7407  専用電話：080-1888-3140
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防災の ページ
「もしものとき」は明日かもしれない 問い合わせ　総務課 研修防災グループ ☎ 27-2322

地震や津波に注意しましょう

町では、防災情報や町からのお知らせが放送される「防災行政無線」を無償貸与しています。

11月5日は、「津波防災の日」、「世界津波の日」です。
この日は、1854年の安政南海地震による津波が和歌

山県を襲った際の「稲村の火」にちなんで、平成23年の
東日本大震災による津波被害を踏まえ「津波防災の日」
が閣議決定され、また、国連総会では、「世界津波の日」
が採択されました。
全国各地で津波防災の日を中心に地震津波防災訓練が

行われています。この日を機会にあらためて地震や津波
への対策を確認しましょう。

�・緊急地震速報や大きな揺れがあったときは、まず身の安全を最優先に行動してください。
①頭を保護し、丈夫な机の下など安全な場所に避難
②慌てて外へ飛び出ない。
③無理に火を消そうとしない。

�・揺れがおさまってから避難、火元の確認（初期消火）、逃げる時はブレーカーを落とす。
�・屋外では、ブロック塀の倒壊、看板や割れたガラスの落下に注意する。
・�自動車の運転中は急ブレーキを避け、ゆるやかに速度を落としハザードランプを点灯する。

地震は地下で起きる岩盤の「ズレ」によって発生する現象です。
日本周辺では海のプレートが沈み込むときに陸のプレートを地
下へ引きずり込んでいきます。陸のプレートが引きずりにこら
えられなくなり、跳ね上げられるように起こるのがプレート境
界の地震（海溝型地震）で、これにより津波が発生します。
また、プレートの内部に力が加わって発生する地震がプレー

ト内の地震（直下型地震）です。

地震が
起きた時の
心得

▶津波はとても速い
津波を見てから逃げたのでは間に合いません。

津波は海の深いところではジェット機ぐらいの速
さで襲ってきます。
▶「津波の前には必ず潮が引く」は間違い
地震の発生の仕方によっては、いきなり大きな

波が押し寄せてくることもあります。
▶津波は小さくても危険
人は20～30cm程度の津波でも早い流れに巻き

込まれてしまう恐れがあり大変危険です。気象庁
では20cm以上の津波が発生する場合は津波注意
報を発表します。津波注意報が発表されたら海か
ら上がって速やかに海岸から離れてください。
▶家が壊れる津波の高さ
建築方法によって異なりますが一般的な木造家

屋では浸水１m程度から部分破壊を起こし始め、
２mで全面破壊に至ります。また、浸水が50cm
程度であっても船や木材などの漂流物の直撃によっ
て被害が出る場合があります。

津波の特徴を知っておきましょう

⃝�津波による被害の発生が予測される場合には、地
震発生後、約３分で警報や注意報が発表されます。
テレビ、ラジオ、緊急速報メールな
どで津波の情報を確認しましょう。

⃝�町で配布しているハザードマップで
浸水地域や避難場所を確認しておき
ましょう。

⃝�「遠く」より「高く」、近くの高台や頑丈で努め
て高い建物へ避難しましょう。

⃝�津波は海水が塊となって複数回押し寄せます。津
波警報・注意報が解除されるまで絶対戻らないで
ください。

⃝�津波は川をさかのぼります。大きな河川の周辺に
いるときは、川から離れて避難しましょう。

津波避難のポイント

気象庁ホームページ津波情報

厚真町防災ハザードマップ

陸のプレート

ひずみで
プレートが反発

プレートの反発
で津波が発生

海のプレート

直下型地震 海溝型地震

健　康　情　報

「がん検診」を
誤解していませんか？

皆
さ
ん
は
、
が
ん
検
診
と

聞
く
と
ど
ん
な
こ
と
を
イ

メ
ー
ジ
す
る
で
し
ょ
う
か
。

実
は
が
ん
検
診
に
は
誤
解

が
多
い
の
で
す
。「
検
診
の

対
象
は
ど
ん
な
人
？
」「
最

新
の
検
査
ほ
ど
効
果
が
あ
る

の
？
」「
１
回
受
け
て
異
常

が
な
け
れ
ば
そ
れ
で
終
わ
り

で
良
い
の
？
」

こ
れ
ら
の
疑
問
を
解
消

し
、
正
し
い
知
識
を
持
っ
て
、

適
切
な
が
ん
検
診
を
定
期
的

に
受
け
ま
し
ょ
う
。

検
診
の
対
象

が
ん
検
診
で
は
早
期
が
ん

（
症
状
が
出
る
前
の
が
ん
）

を
発
見
し
、
早
期
に
治
療
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の

た
め
、
対
象
は
特
に
自
覚
症

状
の
な
い
健
康
な
人
と
な
り

ま
す
。
健
康
な
人
の
中
か

ら
、
が
ん
の
疑
い
の
あ
る
人

を
ふ
る
い
に
か
け
て
、
分
け

て
い
く
た
め
の
検
査
で
す
。

こ
れ
に
対
し
、
自
覚
症
状

が
あ
る
人
が
病
院
で
受
け
る

検
査
は
「
診
療
」
と
い
い
ま

す
。

日
本
で
推
奨
さ
れ
て
い
る
検
診

が
ん
に
は
、
早
期
発
見
が

有
効
な
も
の
と
そ
う
で
は
な

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
早
期
発
見
す
る
こ
と
で

死
亡
リ
ス
ク
が
下
が
る
こ
と

が
科
学
的
に
証
明
さ
れ
た
検

診
で
な
け
れ
ば
、
検
診
の
効

果
が
あ
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

現
在
、
日
本
で
は
５
つ
の

検
診
が
、
そ
の
有
効
性
（
早

期
発
見
に
よ
っ
て
死
亡
リ
ス

ク
が
下
が
る
こ
と
）
が
科
学

的
に
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
検
診
の
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
の
バ
ラ
ン
ス
を

検
討
し
て
、
対
象
と
な
る
年

齢
や
受
診
間
隔
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
（
厚
真
町
で
は
一

部
対
象
者
を
拡
大
し
て
検
診

を
実
施
し
て
い
ま
す
）。

定
期
的
な
受
診
を

が
ん
検
診
は
最
初
の
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
（
ふ
る
い
分
け
）

に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
検
診
を
受

け
て
「
異
常
あ
り
」
と
判
断

さ
れ
た
場
合
に
は
、
必
ず
精

密
検
査
を
受
け
、
診
断
・
治

療
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で

す
。「
異
常
な
し
」
と
な
っ

た
場
合
で
も
、
次
回
の
検
診

を
受
け
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
な
ぜ
な
ら
、
今
回
「
異

常
な
し
」
で
あ
っ
て
も
、
こ

の
先
将
来
に
わ
た
っ
て
が
ん

の
危
険
が
な
い
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
か
ら
で
す
。

ま
た
、
ど
ん
な
検
診
で
も

１
０
０
％
が
ん
を
発
見
で
き

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

前
回
の
検
診
で「
異
常
な
し
」

だ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
後

気
に
な
る
症
状
が
み
ら
れ
た

場
合
に
は
、
す
ぐ
に
医
療
機

関
を
受
診
す
る
こ
と
も
重
要

で
す
。

日本で推奨されている検診

肺 乳
房

子
宮
頸
部

大
腸 胃

検
診
部
位

問
診
、
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
検
査

喀
痰
細
胞
診（
基
準
に
該
当
し
た
場
合
）

問
診
、
乳
房
エ
ッ
ク
ス
線
検
査（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）

問
診
、
視
診
、
子
宮
頸
部
の
細
胞
診
、
内
診

問
診
、
便
潜
血
検
査
（
検
便
）

問
診
、
胃
部
エ
ッ
ク
ス
線

ま
た
は
胃
内
視
鏡（
カ
メ
ラ
）検
査
の
い
ず
れ
か

検
診
方
法

40
歳
以
上

（
厚
真
町
は
35
歳
以
上
）

40
歳
以
上

20
歳
以
上

40
歳
以
上

50
歳
以
上

（
厚
真
町
は
40
歳
以
上
）

対
象
者

１
年
に
１
回

２
年
に
１
回

２
年
に
１
回

１
年
に
１
回

２
年
に
１
回

（
厚
真
町
は
１
年
に
１
回
）

受
診
間
隔

厚生労働省「がん予防重点
健康教育及びがん検診実施
のための指針」より

東胆振精神保健大会 こころの健康や精神障がいに関する理解を深めることを目的として、東
胆振精神保健大会を開催します。入場は無料で、申し込みは不要ですので、
興味のある方はぜひご参加ください。

問い合わせ　東胆振精神保健協会事務局（北海道苫小牧保健所健康推進課内）　☎0144-34-4168

保健師

今月の担当

高
たか
橋
はし
　彩

あや
華
か

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

詳
細
は
、
広
報
９
月
号
折

り
込
み
ハ
ガ
キ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

が
ん
検
診
日
程

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診

日
程
：
12
月
３
日（
火
）

会
場
：�

総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー�

ゆ
く
り

胃
が
ん・大
腸
が
ん・乳
が
ん

子
宮
が
ん・前
立
腺
が
ん
検
診

日
程
：�

11
月
20
日(

水
）�

１
月
17
日(

金
）

会
場
：�

札
幌
が
ん
検
診
セ
ン

タ
ー�

※
送
迎
バ
ス
あ
り

11月２日（土）
13時30分～15時30分

会場：苫小牧市民会館　小ホール
（苫小牧市旭町３丁目２番２号）

○�第１部（13時30分～13時50分）▶東胆振精神保健事業功績者感謝状、心のアー
ト展2019受賞者表彰
○�第２部（14時～15時30分）▶講演「どうする？ネット依存・ギャンブル依存～行
動嗜癖の実態と対応～」講師　兵庫県立淡路医療センター精神科�山本愛久氏

R１.1025
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保健の掲示板 11月

あつまクリニック　☎ 27‒2422
京町15（受付時間　9時～11時30分、14時～16時30分)

町民福祉課 健康推進グループ　☎ 26‒7871
京町165‒1（総合ケアセンターゆくり内）
（受付時間　9時～11時30分、14時～16時30分）

問い合わせ
予約・受付

◉ 随時受け付けている予防接種

◉ 予約が必要な予防接種

健診・相談

予防接種

ＢＣＧ
対 象 生後５カ月～１歳未満
予 約 先 あつまクリニック※１週間前までに予約してください

Ｂ型肝炎
対 象 生後２カ月～１歳未満
標準的な
接種時期

(初回)27日以上あけて２回
（追加）１回目終了後から20～24週あけて１回

ヒブ
対 象 生後２～60カ月未満
標準的な
接種時期

（初回） 生後２～７カ月（27日以上あけて３回）
（追加）生後７～13カ月あけて１回

小児肺炎球菌
対 象 生後２～60カ月未満
標準的な
接種時期

（初回） 生後２～７カ月（27日以上あけて３回）
（追加） 生後12～15カ月（初回後60日以上あけて１回）

四種混合（ジフテリア・破傷風・百日咳・ポリオ）
対 象 生後３～90カ月未満
標準的な
接種時期

（初回） 生後３～12カ月に20～56日あけて３回
（追加）初回後12～18カ月あけて１回

日本脳炎

対 象
３～９歳
※特例で20歳未満まで接種ができます。詳しくは
町保健師にお問い合わせください

標準的な
接種時期

（１期初回）３歳：６～28日あけて２回
（１期追加）４歳：  １期初回終了後約１年あけて１回
（２　　期）９歳：１回

水痘（水ぼうそう）
対 象 生後12～36カ月未満※すでに罹患済みの場合は対象外
標準的な
接種時期

(初回)生後12～15カ月未満に１回
(追加)初回後６～12カ月後に１回

ＭＲ混合（麻しん・風しん）

対 象
①生後12～24カ月までのお子さん
② 平成25年４月２日～平成26年４月１日生まれの
お子さん（小学校就学前の１年間）

おたふくかぜ（任意）

対 象
１～３歳未満
※任意の予防接種ですが町独自の助成により無料
※すでに罹患済みの場合は対象外

予 約 先 あつまクリニック

小児マヒ(ポリオ)

対 象
生後３～90カ月未満
※生ポリオワクチン(２回)および四種混合ワクチン
をすでに受けている場合は不要

標準的な
接種時期

（初回）生後３～12カ月に３回
（追加）初回後12～18カ月後に１回

予 約 先 町民福祉課 健康推進グループ※１週間前までに予約してください

乳児健診

対 象
①令和元年５月８日～令和元年８月13日生まれのお子さん（生後３～６カ月）と保護者
②平成30年11月８日～平成31年２月13日生まれのお子さん（生後９～12カ月）と保護者
※対象者には個別にご案内します

と き 11月13日（水）
と こ ろ 総合ケアセンターゆくり
持 ち 物 母子健康手帳、バスタオル、アンケート、歯ブラシ（②のみ）

予防接種について
＜共通事項＞ 接種場所

接種できる日 受　付

持ち物
あつまクリニック毎週月・水・金曜日
町民福祉課 健康推進グループ（接種当日）

印鑑、母子健康手帳（19歳まで）

保健所の相談・検査をご利用ください　問い合わせ　苫小牧保健所　☎ 0144－34－4168

厚真子育て支援センター ☎27－2438　京町152（こども園つみきに併設）
厚南子育て支援センター ☎28－3155　上厚真258‒7（宮の森こども園に併設）

問い合わせ・予約・相談

11月の よてい
子育て支援センター

自由開放
月曜～金曜日
９時～11時30分、13時～14時

子育て相談
14時～16時（火曜・木曜日）
※事前の連絡をお願いします

サークル活動
14時～16時（月曜・水曜・金曜日）
※予約制です。詳しくは各支援センターにお問い合わせください

子育て講座  すくすく教室
～親子でこねこねピザ作り～

日　時：11月22日（金）　10時～12時
場　所：総合ケアセンターゆくり ２階 調理実習室
対　象： 子育て支援センターに通うお子さんと保護者
メニュー： 野菜を使ったピザやデザート
持ち物： エプロン、三角巾、手拭きタオル、おしぼり、

飲みもの、子ども用スプーン・フォーク
※申し込みは１１月１１日（月）までに各子育て支援セン
ターへ

子育て講座  「簡単！おいしい！おうちパン！」
寝る前５分と朝の10分でできる

美味しい焼きたてパンの作り方を教わります。
日　時：11月１日（金）　10時～11時30分
場　所：厚南子育て支援センター
内　容： パン作りの実演・パン生地作り・試食
持ち物： エプロン・保冷バック＆保冷材（生地を

持って帰る時に使います）
参加費：500円（材料費）
定　員：先着10組
※申し込みはお早めに厚真子育て支援センターへ

子育て講座  「手形・足形アート講座」
日　時：11月15日（金）　10時～11時
場　所：厚南子育て支援センター
持ち物： お子さんの写真1～2枚、はさみ

スティックのり、タオル、おんぶ紐
参加費：500円（材料費）
服　装：汚れてもいい服装
定　員：先着10組
※申し込みはお早めに厚南子育て支援センターへ

子育て包括特別講座  助産師さんに聞く！母乳のお話
母乳栄養のメリットや断乳の方法などについて

楽しく学べる講座です。
助産師さんへの個別相談時間もあります。

日　時：11月26日（火）　10時～11時30分
場　所：総合ケアセンターゆくり　１階　健康増進室
対　象： １歳６カ月未満のお子さんがいる方、妊娠中　　　

の方
※申し込みは各子育て支援センターへ

診療科目 内科・小児科
住　　所 苫小牧市旭町2‒9‒2
電　　話 0144－32－0099 

診療時間
平 日 19時～翌朝7時
土 曜 日 14時～翌朝7時
休 日 ９時～翌朝7時

日程 区分 病　　院　　名 住　所（苫小牧市） 電話(0144)
３日
（日）

内科系 いまい内科クリニック 双葉町１－４－２ ３７－８６８６
外科系 アーク整形外科クリニック ときわ町３－15－34 ６８－６１１１

４日
（月祝）

内科系 苫小牧病院 光洋町３－16－４ ７２－１２０１
外科系 とよた腎泌尿器科クリニック 元中野町２－17－12 ３１－２０００

10日
（日）

内科系 苫小牧呼吸器内科クリニック 双葉町３－７－３ ３５－０００２
外科系 同樹会苫小牧病院 新中野町３－９－10 ３６－１２２１

17日
（日）

内科系 たかぎ内科・循環器内科 北栄町１－22－33 ５３－７７００
外科系 苫小牧日翔病院 矢代町２－９－１３ ７２－７０００

23日
（土祝）

内科系 会田内科小児科医院 音羽町２－17－３ ３３－９２０８
外科系 勤医協苫小牧病院 見山町１－８－23 ７２－３１５１

24日
（日）

内科系 すがわら内科呼吸器科 しらかば町１－18－９ ７６－７０１１
外科系 みらい整形ペインクリニック 北栄町１－22－43 ５３－７１００

11月の日曜・祝日当番医　診療時間：９時~17時 苫小牧市夜間休日急病センター

北海道救急医療・広域災害情報システム

夜間・休日・年末年始は急病セン
ターも診察を受け付けています。

近くの医療機関などが検索できます
http://www.qq.pref.hokkaido.jp
☎0120－20－8699
☎011－221－8699(携帯·PHSから)

相談・検査の名称 内　容 日　程 受付・予約
医療相談 保健・医療・福祉などの相談 毎週 月~金※祝日除く 随時受付
女性の健康相談 妊娠、出産、子育てなど女性の心身の相談 11月19日 火

予約：苫小牧保健所
☎0144‒34‒4168

こころの健康相談 こころの病気・思春期の不適応などの相談 11月21日 木
肝炎ウィルス検査 感染が疑われる方は無料（要事前確認） 11月５日 火
骨髄バンク登録 登録の基準があります 11月５日 火、19日 火
HTLV-1抗体検査 検査日の10日前までに予約してください 11月19日 火
HIV検査（エイズ相談） 無料、匿名検査（要事前確認） 11月５日 火、６日 水、19日 火 予約：エイズ専用電話

☎0144‒35‒7474
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10
月
は
不
正
軽
油
防
止

強
化
月
間

北
海
道
で
は
、
不
正
軽
油
を
「
売

ら
な
い
」・「
作
ら
な
い
」・「
買
わ
な

い
」・「
使
わ
な
い
」
を
合
言
葉
に
不
正

軽
油
の
撲
滅
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強

化
し
て
い
ま
す
。
不
正
軽
油
を
見
た
り

聞
い
た
り
し
た
時
は
、「
不
正
軽
油
ス

ト
ッ
プ
１
１
０
番
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
８
０
０
–
８
０
０
２
–
１
１
０
）」

で
情
報
の
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

北
海
道
胆
振
総
合
振
興
局
苫
小
牧
道

税
事
務
所
課
税
課
事
業
税
間
税
係
（
☎

０
１
４
４
–
３
２
–
５
１
７
９
）

バ
ス
運
転
手

合
同
採
用
説
明
会

地
域
の
生
活
バ
ス
路
線
を
運
行
し
て

い
る
バ
ス
事
業
者
で
は
、
運
転
手
の
高

齢
化
と
担
い
手
不
足
な
ど
に
よ
り
、
運

転
手
不
足
が
続
い
て
い
ま
す
。
今
後
、

生
活
バ
ス
路
線
を
守
っ
て
い
く
た
め
に

は
、
バ
ス
運
転
手
の
確
保
が
必
要
不
可

欠
と
な
っ
て
お
り
、
運
転
手
不
足
の
解

消
に
向
け
て
、
北
海
道
バ
ス
協
会
と
北

海
道
と
の
連
携
の
も
と
、
バ
ス
事
業
者

参
画
に
よ
る
「
バ
ス
運
転
手
・
合
同
採

用
説
明
会
」
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
の
で
、バ
ス
運
転
手
の
仕
事
に
興
味
・

関
心
が
あ
る
方
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

■
日
時

11
月
２
日
（
土
）
10
時
〜
15
時

■
会
場

札
幌
運
転
免
許
試
験
場
（
札
幌
市
手

稲
区
曙
５
条
４
丁
目
１
–
１
）

■
実
施
体
制

【
主
催
】北
海
道
バ
ス
協
会
、
北
海
道

【
出
展
】北
海
道
中
央
バ
ス
㈱
、
㈱
じ
ょ

う
て
つ
、
ニ
セ
コ
バ
ス
㈱
、
千
歳
相
互

観
光
バ
ス
㈱
、
札
幌
観
光
バ
ス
㈱
、
国

際
観
光
バ
ス
㈱
、
札
幌
第
一
観
光
バ
ス

㈱
、
ジ
ェ
イ
・
ア
ー
ル
北
海
道
バ
ス
㈱
、

空
知
中
央
バ
ス
㈱
、
道
南
バ
ス
㈱
【
協

力
】北
海
道
警
察
本
部
、
市
町
村
【
後

援
】北
海
道
労
働
局
、
北
海
道
運
輸
局

■
実
施
内
容

路
線
バ
ス
運
転
体
験
、
現
役
運
転
手

に
よ
る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
バ
ス
会

社
に
よ
る
就
職
相
談
会
な
ど

■
参
加
対
象
者

バ
ス
運
転
手
の
仕
事
に
興
味
・
関
心

が
あ
り
バ
ス
会
社
へ
の
就
職
を
考
え
て

い
る
方
（
バ
ス
運
転
体
験
は
、
普
通
自

動
車
運
転
免
許
の
保
有
者
で
事
前
申
込

が
必
要
で
す
。
普
通
自
動
車
運
転
免
許

を
保
有
し
て
い
な
い
方
は
、
バ
ス
運
転

体
験
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
就
職
相
談
会

に
参
加
可
能
で
す
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

一
般
社
団
法
人
北
海
道
バ
ス
協
会

（
☎
０
１
１
–
６
２
１
–
４
１
６
１
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

か
ら
の
申
込
み
は
こ

ち
ら
▽

北海道内で事業を営む使用者およびその事業場
で働くすべての労働者（臨時、パートタイマー、
アルバイトなどを含む）に適用される北海道最低
賃金が次のとおり改定されます。

情
報
ひ
ろ
ば

IN
FO
RM
ATIO

N

☎
…
電
話　
E
…
Ｅ
メ
ー
ル　
H
…
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　
℻  
…
フ
ァ
ッ
ク
ス

パ
ソ
コ
ン
講
習

11
月
は
初
級
者
向
け
２
コ
ー
ス
（
初

め
て
の
パ
ソ
コ
ン
、
ワ
ー
ド
で
作
る
文

書
（
初
級
））、
中
級
者
向
け
１
コ
ー
ス

（
エ
ク
セ
ル
で
作
る
集
計
表
（
初
級
））、

上
級
者
向
け
１
コ
ー
ス
（
Ｊ
Ｗ
–
C
a

d
（
基
本
操
作
・
平
面
図
作
成
））
の

計
４
コ
ー
ス
を
実
施
予
定
で
す
。

■
講
習
の
日
程
・
受
講
料
な
ど

詳
し
く
は
苫
小
牧
地
域
職
業
訓
練
セ

ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

苫
小
牧
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
１
４
４
–
５
５
–
６
６
２
２
、

Hhttp://w
w
w
.tom

akom
ai.ac.

jp/

）生
活
、
仕
事
、
家
計
、
家
族
の

悩
み
相
談
の
ご
案
内

生
活
費
が
足
り
な
く
て
困
っ
て
い
る
、

就
職
し
た
い
け
れ
ど
決
ま
ら
な
い
、
借

金
の
返
済
で
生
活
が
圧
迫
さ
れ
て
い
る
、

子
ど
も
が
引
き
こ
も
っ
て
い
る
な
ど
現

在
の
生
活
に
お
困
り
方
の
ご
相
談
を
広

く
受
け
付
け
ま
す
。

■
日
時

11
月
８
日
（
金
）
13
時
〜
14
時

■
場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階　
談
話
室

■
問
い
合
わ
せ

生
活
就
労
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

い
ぶ
り
（
☎
０
１
２
０
–
０
９
–

０
７
８
３
）

働
き
た
い
方
の
た
め
の

出
張
相
談
会

苫
小
牧
市
で
「
働
き
た
い
」
を
応
援

す
る
無
料
出
張
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

■
対
象

お
お
む
ね
15
歳
〜
39
歳
の
方
と
家
族

■
日
時

10
月
23
日
（
水
）
14
時
〜
16
時
（
先

着
順
・
予
約
可
）、
毎
月
第
４
水
曜
14

時
〜
16
時

■
場
所

ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
と
ま
こ
ま
い
（
苫
小

牧
市
表
町
５
丁
目
11
–
５　
ふ
れ
ん
ど

ビ
ル
３
階
）

■
内
容

就
労
相
談
・
就
労
体
験
ほ
か

■
問
い
合
わ
せ

と
ま
こ
ま
い
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
（
☎
０
１
４
４
–
８
４
–
８
６

７
０
）

無
料
調
停
相
談
を
行
い
ま
す

苫
小
牧
調
停
協
会
で
は
、
次
の
と
お

り
『
無
料
調
停
相
談
』
を
行
い
ま
す
。

離
婚
、
養
育
費
、
相
続
、
近
隣
紛
争
、

損
害
賠
償
の
問
題
な
ど
で
お
困
り
の
方

は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時

10
月
18
日
（
金
）
10
時
〜
17
時
30
分

■
会
場

苫
小
牧
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
３
階
会

議
室
（
苫
小
牧
市
若
草
町
３
丁
目
３
–

８
）

■
申
し
込
み

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
直
接
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

札
幌
地
方
裁
判
所
苫
小
牧
支
部
（
☎

０
１
４
４
―
３
２
―
３
２
９
５
）

野
ね
ず
み
駆
除
薬
剤
の

空
中
散
布
を
実
施
し
ま
す

野
ね
ず
み
の
食
害
か
ら
森
林
被
害
を

防
ぐ
た
め
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
薬

剤
（
殺
鼠
剤
）
の
空
中
散
布
を
下
記
の

内
容
で
実
施
し
ま
す
。

■
実
施
予
定
日

10
月
15
日（
火
）〜
11
月
15
日（
金
）

※
天
候
な
ど
の
状
況
等
に
よ
り
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
実
施
す
る
際

は
、
実
施
日
前
日
ま
で
に
防
災
行
政
無

線
で
連
絡
し
ま
す

■
時
間
　

８
時
〜
16
時
頃

■
場
所

町
内
全
域
（
民
有
林
１
２
９
６
㌶
）

■
薬
剤
名
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）時間額 ８６１円

（効力発生年月日 令和元年１０月３日）
○ 最低賃金には、精皆勤手当、通勤手当、家族手当、
臨時に支払われる賃金および時間外等割増賃金
は算入されません。
○ 特定の産業（「処理牛乳・乳飲料、乳製品、糖類
製造業」、「鉄鋼業」、「電子部品・デバイス・電
子回路、電気機械器具、情報通信機械器具製造
業」、「船舶製造・修理業、船体ブロック製造業」）
で働く者には北海道の特定（産業別）最低賃金
が適用されます。

苫小牧労働基準監督署 ☎0144－33－7396

北海道最低賃金

10時30分～11時
５日（火）、７日（木）、13日（水）、15日（金）
19日（火）、21日（木）、22日（金）、26日（火）
28日（木）、29日（金）

13時30分～14時 １日(金)､14日(木)､18日(月)
15時30分～16時 ６日（水）、25日（月）
 問い合わせ
（一社）苫小牧地区交通安全協会☎0144-33-1458

マチの善意

苫小牧市交通安全センターで行っている運転免許
証更新時講習（優良）の日程をお知らせします。
このほかの講習日程（一般、違反、初回）につい
ては、下記までお問い合わせください。

11月の運転免許証更新時講習の日程

お支払いには、便利な口座振替をご利用ください。

問い合わせ　総務課 税務グループ ☎27－2481

今月の納期町 税
国 保 料

科 目 納 期
町道民税第　２期 10月31日（木）

自衛官候補生（第４回試験）
〇応募資格　 18歳以上33歳未満の者（32歳の方は苫小

牧出張所に要連絡）
〇受付期間　11月14日（木）まで（締切日必着）
〇試験日程　11月23日（土）24日（日）のいずれか１日
〇試験科目　 筆記試験（国語・数学・社会・作文・適正検査）

口述試験、身体検査

自衛隊札幌地方協力本部 苫小牧出張所
☎0144‒32‒3725

自衛官等
募集

イベントカレンダー 11月
ち毎週日曜▷ちびっこデー
小学生はサービス券2枚
㋛毎週月曜▷シルバーデー
65歳以上はあつまるカードポ
イント３倍
㋱毎週火曜▷メンズデー
男性はサービス券2枚
高○毎週水曜▷ 高齢者無料入浴

券の日
町交付の無料入浴券ご利用
の方はヘルシーセットが550
円
㋹毎週木曜▷レディースデー
女性はサービス券2枚
໐町最終金曜▷町民の日
誕生月の町民の方はレストラ
ン利用で入浴無料
㋫最終日曜▷ファミリーデー
お子様連れの方は入浴と食事
がセットで1,250円

・2と6のつく日はポイント3倍
あつまるカードポイント３倍
・ 5のつく日は無料券利用でポイ
ント5倍
町交付の無料入浴券ご利用
の方はあつまるカードポイン
ト5倍
・毎月26日は風呂の日
あつまるカードポイント3倍、
サービス券2枚
  毎週月曜・火曜（祝日除く）
▷ビールが半額
  毎週木曜・最終日曜
▷ソフトクリーム半額

日 月 火 水 木 金 土
1 2

３倍
3 ４ ５ 6 7 8 9
ち ㋛ ㋱ 高  ○ ３倍 ㋹ 
10 11 12 13 14 15 16
ち ㋛ ㋱ ３倍 高○ ㋹ 2倍 ３倍
17 18 19 20 21 22 23
ち ㋛ ㋱ 高○ ㋹ 3倍
24 25 26 27 28 29 30
ち㋫ ㋛ ２倍 風呂 高○ ㋹ ໐町  

問い合わせ　こぶしの湯あつま　☎26-7126

◎10月1日～11月30日▶シェフのお勧め季節限定メニュー
◎ 10月1日から税率改正に伴い、入浴・レストランの料
金が変更になります
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問い合わせ窓口
〔ゆ〕…総合ケアセンターゆくり内　〔福〕…総合福祉センター　〔プ〕…役場庁舎別館前プレハブ
〔青〕…青少年センター内　〔か〕…旧かしわ保育園内

問い合わせ内容 担 当 部 署 電 話 番 号
被災された方の相談窓口
復興計画 総務課災害復興グループ

２７－２４８１義援金 総務課財政グループ
り災証明・被災証明 総務課税務グループ〔プ〕
防災対策 総務課研修防災グループ ２７－２３２２
社会福祉・生活再建 町民福祉課福祉グループ〔ゆ〕 ２６－７８７２子育て 町民福祉課子育て支援グループ〔ゆ〕
高齢者福祉 地域包括支援センター〔か〕

（厚真町社会福祉協議会内） ２９－７４０７
災害廃棄物 町民福祉課災害廃棄物グループ〔福〕

２６－７８７１
戸籍、住民登録、墓地
国民健康保険、ごみ 町民福祉課町民生活グループ〔ゆ〕

健康相談 町民福祉課健康推進グループ〔ゆ〕
広報広聴、地域公共交通 まちづくり推進課企画調整グループ

２７－３１７９あつま災害エフエム
町有地分譲地管理 まちづくり推進課総合戦略グループ
農林業 産業経済課農業グループ、林業グループ ２７－２４１９
商工業、観光、水産 産業経済課経済グループ ２７－２４８６
道路、河川 建設課土木グループ ２７－２４５１
住宅 建設課建築住宅グループ ２７－２３２５
上下水道 建設課上下水道グループ ２７－２３２６
学校 教育委員会生涯学習課学校教育グループ〔青〕 ２７－２４９４
社会教育、図書室 教育委員会生涯学習課社会教育グループ〔青〕 ２７－２４９５
消防 胆振東部消防組合厚真支署 ２６－７１１９
ボランティア 厚真町災害ボランティアセンター〔か〕 080－1888－3140

@atsuma

無料コミュニケーションアプリ「Ｌ
ラ イ ン
ＩＮＥ」で

災害時の緊急情報、支援情報、町政情報
などを配信しています。
※ＬIＮＥアプリから友だち追加してください

•ＩDで追加

•QRコードで追加

facebook  < フェイスブック >

町ホームページ

お知らせやイベント情報を
発信しています！

厚真町の今やあなたの想いを
投稿してください！

https://www.facebook.com/atsumatownhokkaido

http://www.town.atsuma.lg.jp/

https://www.instagram.com/atsumalovers/

Instagram  < インスタグラム >

町の情報を発信中

あつま災害エフエム
周波数

放送時間
（各15分程度）

 ８時
12時
18時
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